
第 3期ましこ未来計画推進シート（総括シート）          令和 6（2024）年度 

基礎目標１ 【 暮らし 】 

 

区分 成果指標・KPI 単位 基準値 年度目標値 現在実績値 
対前年

同期 

成果指標 「幸せな暮らしと感じる人」の割合 ％ 82.0 88.4 86.7(R5) △2.4 

政策１ 
①年間出生数（4～3 月） 人 109 115 （4－6月） 27 +9 

②人口の社会動態（20～30 代） 人 △92 △ 57 （4－6月）△21 △30 

政策２ ①メタボ予備軍の割合 ％ 11.1 10.6 11.1(R5) △0.5 

政策３ 

①生活支援組織づくり 組織 0 2 0 ±0 

②教室・サロン参加者実人数 人 342 398 342 +5 

③センター新規相談者数 人 21 28 4 +2 

④福祉に関する総合窓口の設置 ― 未設置 未設置 未設置 ±0 

政策４ 

①EV 等保有台数 台 49 89 101(R5) +21 

②里山整備個所数 ヶ所 36 41 41 ±0 

 環境保全実施面積 ％ 75 80.0 81.0 ±0 

③1 人 1 日当たり家庭系ごみ排出量 g 421 360 434(R5) △10 

 リサイクル率 ％ 28 33.0 27.4(R5) +0.5 

政策５ 

①自治会（地区）の防災計画策定 自治会 1 3 3 +1 

②刑法犯発生件数 件 68 53 31 △34 

 交通事故発生件数（人身） 件 17 17 10 △1 

 特殊詐欺発生件数 件 0 0 0 ±0 
 

実施内容・成果の総括 次期四半期以降への方針 

１①子育て応援手当支給：681 世帯 831 人（77％）。 

 若者定住奨励金申請：9 件、家賃補助申請：2 件。 

 婚活イベント委託：1 組のカップル成立。 

ましコッコハウス事業として親子ヨガ、乳幼児リ

トミックの実施。施設利用者：2,008 名。 

②お試し住宅利用：3 件、移住相談：71 件 

オーダーメイドツアー利用：1 件 

空き家バンク：登録 9 件・成約 5 件 

２①健診受診者：599 名、健康デー：136 名、個別

栄養、運動相談：17 名。 

３①民生委員・民生児童委員と町長との懇談会を実

施した。 

②いきいきクラブ連合会（16 団体）への補助や

真岡線相互利用の実施。サロン（9 団体）への補

助や活動内容の相談・調整を行った。 

③ 障がい者相談支援センターと相談支援体制の

連携を図り、障がい者のニーズ把握に努めた。   

④後見人制度の案内、生活保護制度の説明、自立

相談などを行った。                   

４①太陽光発電、蓄電池充電設置、V2H の補助を

開始。県地域脱炭素化支援事業のキックオフミー

ティングにおいてヒアリングを受ける。 

②多面的機能支払交付金組織、環境保全活動への 

指導・助言の実施。 

    ③生ごみ処理事業：家庭系 42ｔ（全 77ｔ）草の

堆肥化事業、エコ土曜日、廃油回収等の実施。 

５②防犯パトロールの実施、スクールガードの活動 

交通安全教室：30 回 2,528 人 

防犯灯設置：3 基（蛍光灯→LED） 

特殊詐欺対策電話機購入：11 件 

免許返納：11 人 

１①子育て応援手当の申請 77％と順調。未申請者

には 9 月に再通知を行う。家賃補助については今

後の申請状況によっては不動産業者等への再周

知を検討する。また、県主催の婚活ｲﾍﾞﾝﾄについ

て結婚相談員に PR を 7 月の会議でお願いする。 

②お試し住宅、オーダーメイドツアーとも年度当

初より利用があり好調、引き続き周知を図る。移

住相談件数は同期比較で増加傾向にあり、陶器市

でもブースを設置し相談を受け付けた。アンケー

トも実施したので結果を移住促進事業に活かし

ていきたい。空き家バンクでは、外観により登録

見込みあると判断した物件所有者への意向調査、

登録案内に努めたい。 

２①運動や栄養を学ぶ機会を充実させ健康意識を

高めていく。 

３①地域福祉計画を進める中で、地域ぐるみの生活

支援事業について検討していく。 

②社会福祉協議会等と連携し、高齢者サロンやい

きいきクラブ、シルバー人材センターの活動の支

援を継続していく。 

③自立支援協議会主催の研修に積極的に参加する。 

④総合窓口の設置について、受付・対応体制及び

環境整備等について検討し、開設に向け準備を進

める。 

４①県地域脱炭素化支援事業のなかで、電気自動車

充電設備設置手法の検討もしていきたい。 

②令和 6 年度の事業計画・予算を確認し国県への

補助要望を実施。今後は効果的な活動のためのサ

ポートを実施していく。 

５②犯罪や交通事故発生の抑制のため、青色防犯パ

トロールと交通安全教室を継続実施する。また、

スクールガードの新規登録者を確保する。       

基礎目標 幸せを感じる暮らしをつくる 第１四半期 



第 3期ましこ未来計画推進シート（総括シート）          令和 6（2024）年度 

基礎目標１ 【 暮らし 】 

基礎目標 幸せを感じる暮らしをつくる 第２四半期 
 

区分 成果指標・KPI 単位 基準値 年度目標値 現在実績値 対前年同期 

成果指標 「幸せな暮らしと感じる人」の割合 ％ 82.0 88.4 86.7(R5) △2.4 

政策１ 
①年間出生数（4～3 月） 人 109 115 (4－9 月)52 +12 

②人口の社会動態（20～30 代） 人 △92 △ 57 (4－9 月)△41 △31 

政策２ ①メタボ予備軍の割合 ％ 11.1 10.6 11.1(R5) △0.5 

政策３ 

①生活支援組織づくり 組織 0 2 0 ±0 

②教室・サロン参加者実人数 人 342 398 325 △18 

③センター新規相談者数 人 21 28 7 △5 

④福祉に関する総合窓口の設置 ― 未設置 未設置 未設置 ±0 

政策４ 

①EV 等保有台数 台 49 110 101(R5) +21 

②里山整備個所数 ヶ所 36 41 41 ±0 

 環境保全実施面積 ％ 75 80.0 81.0 ±0 

③1 人 1 日当たり家庭系ごみ排出量 g 421 360 434(R5) △10 

 リサイクル率 ％ 28 33.0 27.4(R5) +0.5 

政策５ 

①自治会（地区）の防災計画策定 自治会 1 3 3 +1 

②刑法犯発生件数 件 68 53 55 △41 

 交通事故発生件数（人身） 件 17 17 14 △2 

 特殊詐欺発生件数 件 0 0 0 ±0 
 

実施内容・成果の総括 次期四半期以降への方針 

１①結婚相談員情報交換・講習会の実施。 

子育て応援手当支給：879 世帯(99％)。 

ましコッコハウス利用者：4,697 名（内自習室 171

名）。ファミサポ：提供会員 6 名、利用会員 35 名、

利用回数 30 回。若者定住奨励金申請：15 件、家

賃補助申請：9 件。 

 ②お試し住宅利用：4 件。窓口移住相談：88 件、

イベント相談：26 件。オーダーメイドツアー利

用：4 件。空き家バンク：登録 15 件、成約 7 件。 

２①健診受診者：1,703 名。結果説明：956 名。健

康デー：283 名、個別栄養、運動相談：28 名。 

３①地域協議会（星の宮地区）との意見交換を実施。 

 ②サロンへの補助や活動内容の相談・調整を行っ

た。カフェおれんじ(認知症カフェ)の設置。 

 ④相談窓口設置検討会議において、担当、相談室

等についての話し合いを実施。                   

４①県地域脱炭素化支援事業において、脱炭素化、

及び EV 車・インフラ整備の推進について打合せ

の実施。 

②環境保全活動へのサポートや多面的機能支払

交付金組織座談会、水土里ネット生き物調査を実

施。また、花のまちづくりとして、ひまわり祭り

を開催し、来場者は 27,000 名であった。期間中、

来場者アンケートも実施した。 

 ③生ごみ処理事業：家庭系 95ｔ（全 164ｔ）。草

の堆肥化、エコ土曜日、廃油回収等の継続実施。 

５①地区防災計画策定目標値は達成しているが、新 

規策定自治会の検討を継続する。 

②防犯パトロールの実施、スクールガードの活動 

交通安全教室：50 回 3,165 人 

特殊詐欺対策電話機購入 23 件 

免許返納：17 人 

１①婚活イベントについては、参加しやすさに配慮

し「友活」スタイルとして実施。県の子育て支援

員研修の周知を図り、ファミサポ提供会員の確保

に繋げる。 

②お試し住宅利用者がオーダーメイドツアー利

用に繋がるケースもあるため引き続き利用促進

に努める。空き家バンクは、昨年度末実施した空

き家調査（自治会長宛て依頼）に基づき現地調査

を実施。調査内容を精査し、登録勧奨に努めたい。 

２①運動や栄養を学ぶ機会を充実させ、健康デーで

はテーマを設け健康意識を高めていく。 

３①協議会での意見についての支援のため、生活支

援コーディネーター、社会福祉協議会等との情報

を共有していく。 

 ②認知症カフェに引き続き新たなサロン設置に

向け支援を継続。今後、全 12 カ所となる予定。 

４①今後、月 1 回の打合せにより、施策案を具体化

していく。 

②座談会において、地域課題（人員不足、非農家

の巻き込み等）を再認識できた。多面的機能支払

交付金事業の PR による町内参加人材の発掘が

必要。ひまわり祭りのアンケート分析により、町

内への回遊誘導が今後の課題である。 

③家庭系の生ごみ増に向けてごみカレンダーの

修正、併せて生ごみ堆肥化の機運醸成を図るため

の PR が必要。エコ土曜日は安全性に配慮したレ

イアウトの見直しを検討していく。 

５②犯罪や交通事故発生の抑制のため、青色防犯パ

トロールと交通安全教室を継続実施する。今後、

各学校に危険個所の提出を依頼し、通学路安全対

策協議会で意見を聴き、安全確保に努めたい。       



第 3期ましこ未来計画推進シート（総括シート）          令和 6（2024）年度 

基礎目標１ 【 暮らし 】 

基礎目標 幸せを感じる暮らしをつくる 第３四半期 
 

区分 成果指標・KPI 単位 基準値 年度目標値 現在実績値 対前年同期 

成果指標 「幸せな暮らしと感じる人」の割合 ％ 82.0 88.4 86.7(R5) △2.4 

政策１ 
①年間出生数（4～3 月） 人 109 115 (4－12 月)67 +8 

②人口の社会動態（20～30 代） 人 △92 △ 57 (4－12月)△26 △34 

政策２ ①メタボ予備軍の割合 ％ 11.1 10.6 11.1(R5)   △0.5 

政策３ 

①生活支援組織づくり 組織 0 2 0 ±0 

②教室・サロン参加者実人数 人 342 398 333 △7 

③センター新規相談者数 人 21 28 7 △7 

④福祉に関する総合窓口の設置 ― 未設置 未設置 未設置    ±0 

政策４ 

①EV 等保有台数 台 49 89 101(R5) +21 

②里山整備個所数 ヶ所 36 41 41 ±0 

 環境保全実施面積 ％ 75 80.0 81.0 ±0 

③1 人 1 日当たり家庭系ごみ排出量 g 421 360 434(R5)   △10 

 リサイクル率 ％ 28 33.0 27.4(R5)   +0.5 

政策５ 

①自治会（地区）の防災計画策定 自治会 1 3 3 +1 

②刑法犯発生件数 件 68 53 80 △59 

 交通事故発生件数（人身） 件 17 17 22 △3 

 特殊詐欺発生件数 件 0 0 1 ±0 
 

実施内容・成果の総括 次期四半期以降への方針 

１①「友活」スタイルの婚活イベントを実施し、フ

レンド成立６組、内本交際へ 1 組が発展した。 

子育て応援手当支給：880 世帯(99.3％)。 

ましコッコハウス利用者：6,897 名（内自習室 263

名）。ファミサポ：提供会員 6 名、利用会員 35 名、

利用回数 47 回。若者定住奨励金申請：20 件、家

賃補助申請：10 件、秋の陶器市・オールとちぎ

移住フェア・JOIN 移住交流フェアで両制度の周

知。 

 ②お試し住宅利用：5 件。窓口移住相談：120 件、

イベント相談：61 件。オーダーメイドツアー利

用：5 件。空き家バンク：登録 17 件、成約 12 件。 

 空き家調査（自治会長依頼）の中で登録対象とし

た物件について申請案内：17 件 

２①健診受診者：3,797 名。結果説明：1,608 名。

健康デー：431 名、個別栄養、運動相談：52 名。 

３②サロンへの活動内容の相談・調整を行った。 

 ④相談窓口設置検討会議において、担当、相談室

等についての話し合いを実施。                   

４①県地域脱炭素化支援事業において、脱炭素化、

及び EV 車・インフラ整備の推進について打合せ

の実施。道の駅等で脱炭素化・地域活性化を 11

町が一体で取り組むにあたり、産官学連携で推進

する“栃木県ゼロカーボン道の駅推進協議会”を

設立した。 

②環境保全会の今後の活動内容の確認。 

 ③生ごみ処理事業：家庭系 142ｔ（全 241ｔ）、

町民まつりで生ごみ堆肥化 PR。草の堆肥化、エ

コ土曜日、廃油回収等の継続実施。社協とフード

バンク事業を実施。 

５②交通安全教室：72 回 4,704 人、特殊詐欺対策

電話機購入 33 件、免許返納：27 人 

１①婚活イベントを「友活」スタイルとすることに

より、5 月開催時より女性応募者を増やすことが

できた。次年度においても参加しやすさを考慮し

実施していく。 

②オーダーメイドツアーについては地域おこし

協力隊のエントリーに繋がったこともあり、引き

続き利用促進に努める。また、ツアー訪問先の先

輩移住者等については、更に移住促進事業に関わ

ってもらえるよう連携していきたい。また、成人

者を対象とした移住定住に関するアンケート内

容を検討し二十歳のつどいの際実施予定。 

２①運動や栄養を学ぶ機会を充実させ、健康デーで

はテーマを設け健康意識を高めていく。 

３②7 月に活動終了したサロンがあったが、2 カ所

のサロンを新たに開設できた。継続して活動でき

るよう支援をしていく。 

 ④福祉の相談窓口担当を、福祉子育て課福祉係と

し、年度内に看板設置・周知広報を進めていく。

R7 年度当初からのスタートとなるので、相談を

受ける体制や他窓口との連携のフローを検討し

ていく。 

４①町女性団体会員等を対象に、EV 試乗会を実施

し、EV 車普及を図っていく。また、“ゼロカーボ

ン道の駅推進協議会”では、実務的な事業を進め

るにあたり 2 分野の分科会を立ち上げていく。 

③編集し直したごみカレンダーにより、転入者へ

の町の生ごみ堆肥化事業への理解、参加促進を図

る。併せて町民の堆肥化への意識醸成の更なる強

化に努める。 

５②犯罪や交通事故発生の抑制のため、青色防犯パ

トロールと交通安全教室を継続していく。       



第 3期ましこ未来計画推進シート（総括シート）          令和 6（2024）年度 

基礎目標１ 【 暮らし 】 

基礎目標 幸せを感じる暮らしをつくる 第４四半期 
 

区分 成果指標・KPI 単位 基準値 年度目標値 現在実績値 対前年同期 

成果指標 「幸せな暮らしと感じる人」の割合 ％ 82.0 88.4 85.3 △1.4 

政策１ 
①年間出生数（4～3 月） 人 109 115 85 +3 

②人口の社会動態（20～30 代） 人 △92 △ 57 △34 +27 

政策２ ①メタボ予備軍の割合 ％ 11.1 10.6 11.8   +0.7 

政策３ 

①生活支援組織づくり 組織 0 2 1 +1 

②教室・サロン参加者実人数 人 342 398 333 △6 

③センター新規相談者数 人 21 28 19 △5 

④福祉に関する総合窓口の設置 ― 未設置 未設置 未設置    ±0 

政策４ 

①EV 等保有台数 台 49 110 109 +8 

②里山整備個所数 ヶ所 36 41 44 +3 

 環境保全実施面積 ％ 75 80.0 81.0 ±0 

③1 人 1 日当たり家庭系ごみ排出量 g 421 360 440   +6 

 リサイクル率 ％ 28 33.0 25.0  △2.4 

政策５ 

①自治会（地区）の防災計画策定 自治会 1 3 3 ±0 

②刑法犯発生件数 件 68 53 89 △56 

 交通事故発生件数（人身） 件 17 17 23 △3 

 特殊詐欺発生件数 件 0 0 1 ±0 
 

実施内容・成果の総括 次期四半期以降への方針 

１①夜間結婚相談を実施したが相談者は 1 名に留

まった。ましコッコハウス利用者：9,239 名  

（内自習室 317 名）。ファミサポ：利用回数 47

回。若者定住奨励金申請：24 件、家賃補助申請：

10 件。 

 ②お試し住宅利用：6 件。窓口移住相談：148 件、

イベント相談：62 件。オーダーメイドツアー利

用：5 件。空き家バンク：登録 23 件、成約 17 件。 

 「田舎暮らしの本 Web」で二拠点生活事例の紹

介、「jobQ Town」では移住情報を紹介。また、二

十歳のつどいで移住定住に関するアンケートを

実施。町への移住の不安については「働く場所」

「交通機関」に関するものが多かった。 

２①健診受診者：3,887 名。結果説明：1,642 名。

健康デー：571 名、個別栄養、運動相談：85 名。 

３①生活支援コーディネーター、町社会福祉協議会

と取組や課題について意見交換、星の宮地区生活

支援整備協議体では移動支援の検討。 

②サロンへの活動内容の相談・調整を行った。 

 ④相談窓口設置検討会議において、総合窓口を

4/1 より設置とし、看板設置、周知広報、業務フ

ローチャートを作成。                   

４①町女性団体会員等を対象に試乗会を実施し、

EV 車の普及を図った。太陽光設置補助金申請件

数は 19 件で前年比増。また、栃木県 11 町ゼロ

カーボン道の駅共同提案者として「脱炭素先行地

域」へ応募。 

 ③生ごみ処理事業：家庭系 170ｔ（全 304ｔ）、

草の堆肥化、エコ土曜日、廃油回収等の継続実施。 

資源物ステーション設置補助金の交付。 

５②交通安全教室：101 回 6,615 人、特殊詐欺対

策電話機購入 40 件、免許返納：37 人 

１①結婚相談については、相談員さんの意向により

相談回数を増やし３月に 1 回の開催とする。ま

た、相談員同士の情報連携手段として LINE の

活用を検討する。 

②移住については、イベント出展を増やすことに

より、移住相談件数が昨年実績を上回っている。

引き続き、周知、及びサポートを継続していく。

また、学校卒業後の定住を促すため奨学金返還支

援を実施していく。 

２①健康づくりモチベーション維持のため、個別栄

養相談や健康デーを実施している。各回ごとにテ

ーマを設ける「健康イベント」も好評であり、今

後も参加意欲を維持するためにも継続していく。 

３①星の宮地区でアンケートを実施し、地域の困り

ごと把握し、併せて移動支援の検討をする。 

②サロン運営にあたって不安事項である、身体状

況に応じた関わり方・緊急時の対応について、専

門職による研修会の実施を検討する。 

 ④今後の運用する中で、課題等があれば随時、関

係課で協議し、連携を更に進める。 

４①EV 車試乗会については、今後も実施の継続に

よる EV 車普及を検討する。また、「脱炭素先行

地域」の計画でも再エネを活用したＥＶ充電設備

の整備によりゼロカーボンドライブを促進して

いく。その際に設備仕様の統一も検討する。 

③全体的な生ごみ処理量が減少しているので、事

業所への案内送付、町民向けに SNS等によるPR

により普及拡大を図っていく。 

５②スクールーガードの新規加入者確保のため、小

学校入学説明会時のチラシ配布、町広報紙での募

集、自治会での勧誘チラシ回覧により今後も周知

活動を行っていく。    
 



第３期ましこ未来計画推進シート

シート1【　計画・実施状況シート　】

1「子供を育てたいまち」

人
対前年
同期比

+3 人

対前年
同期比
対前年
同期比

4月

5月

6月

7月

8月

9月

10月

11月

12月

1月

2月

3月

主
な
取
組
内
容

⑤「益子町若者定住推進住まいづくり奨励金」及び「若
年子育て世帯家賃補助」の周知・広報と交付事務

⑤「益子町若者定住推進住まいづくり奨励金」及び「若
年子育て世帯家賃補助」の周知・広報と交付事務

⑤「益子町若者定住推進住まいづくり奨励金」及び「若
年子育て世帯家賃補助」の周知・広報と交付事務

・奨励金【申請：2件】
・家賃補助【申請：1件】
・12/7JOIN移住・交流＆地域おこしフェアにて両制度の
PRを行った。

・奨励金【申請：1件】
・家賃補助【申請：0件】

・奨励金【申請：2件】
・家賃補助【申請：0件】

・奨励金【申請：1件】
・家賃補助【申請：0件】

・奨励金【申請：3件】
・家賃補助【申請：3件】

・奨励金【申請：3件】
・家賃補助【申請：2件】

・奨励金【申請：1件】
・家賃補助【申請：2件】

・奨励金【申請：1件】
・家賃補助【申請：0件】

・奨励金【申請：2件】
・家賃補助【申請：0件】
・11/2秋の陶器市及び11/10オールとちぎ移住＆しごと
フェアにて両制度のPRを行った。

①年間計画（スケジュール・工程） ②実施内容・実績・成果

・奨励金【申請：3件】
・家賃補助【申請：1件】
・4/27～28春の陶器市にて両制度のPRを行った。

・奨励金【申請：4件】
・家賃補助【申請：1件】

・奨励金【申請：1件】
・家賃補助【申請：0件】

⑤「益子町若者定住推進住まいづくり奨励金」及び「若
年子育て世帯家賃補助」の周知・広報と交付事務

KPI 本年度目標値 現状値

(4-3月)85

KPI 本年度目標値 現状値

KPI 年間出生数（4～3月） 本年度目標値 115 現状値

施策 みんなで子育てするまちの実現 進捗状況 100%

関連する
優先目標

関連する
SDGs

　　―

R6（2024）

課局名 総合政策課

基礎目標 １ 幸せを感じる暮らしをつくる 政策 若者や子育て世代を応援するまちの実現

p36 総合政策課



シート2【　四半期検証シート　】

第
３
四
半
期

奨励金については、申請のペースは鈍化したものの、前年度同時期の申請実績を上回っており順調である。家賃
補助については、新規申請を１件受け付けた。

引き続き両制度の周知に努めるとともに、必要に応じて交付条件等の制度見直し等について検討したい。

総
括

(

第
４
四
半
期
含

)

奨励金については、前年度同時期の申請実績を上回り好調であった。家賃補助は第4四半期に申請はなかった
ものの、目標値はおおむね達成できた。（目標10件中10件）

引き続き両制度の周知に努めるとともに、必要に応じて交付条件等の制度見直し等について検討したい。

第
２
四
半
期

奨励金については、一昨年度から引き続き早いペースで申請を受け付けている。家賃補助については、前年度
からの継続申請を6件、新規申請を1件受け付けており、前年度の総申請件数を上回った。

引き続き両制度の周知に努めるとともに、必要に応じて交付条件等の制度見直し等について検討したい。

③担当課による点検・検証および
次期四半期（第4四半期は次年度）以降の改善点等

第
１
四
半
期

奨励金については前年同期より2件少ないが、申請に向けた相談も受け付けており次期四半期以降の申請が見
込まれる。家賃補助については、新規の申請が2件であった。

引き続き両制度の周知に努めるとともに、家賃補助については令和5年度までに対象となった今年度の対象者
や、不動産業者等への再周知を今後の申請状況によっては検討したい。

p36 総合政策課



シート3【　外部検証委員会・議会からの意見・提言シート　】

総
括

継続性について
A：このまま継続　○
B：改善・見直し
C：廃止・終了

意見・提言
「益子町若者定住推進住まいづくり奨励金」「若年子育
て世帯家賃補助」ともに周知し続け、定着化を図って
いってほしい。

補助金・奨励金申請者の傾向から、効果的な方法で情
報発信を狙っていきたい。また、次期総合計画に基づ
き、よりターゲット層に寄り添ったサポートができるよう、
新たな補助制度についても検討していきたい。

④外部検証委員会の意見・提言
⑤外部検証委員会・議会の意見・提言を受けての

次年度以降への方針・改善点

p36 総合政策課



第３期ましこ未来計画推進シート

シート1【　計画・実施状況シート　】

1「子供を育てたいまち」

人
対前年
同期比

+3 人

対前年
同期比
対前年
同期比

4月

5月

6月

7月

8月

9月

10月

11月

12月

1月

2月

3月

主
な
取
組
内
容

①益子らしい自然を活かした遊びの検討

②学童期からの思春期教室の検討

③出会いイベント等の検討

④ましコッコハウスの充実

⑤子育て応援手当等による支援

①益子らしい自然を活かした遊びの検討

②学童期からの思春期教室の検討

③出会いイベント等の検討

④ましコッコハウスの充実

⑤子育て応援手当等による支援

①益子らしい自然を活かした遊びの検討

②学童期からの思春期教室の検討

③出会いイベント等の検討

④ましコッコハウスの充実

⑤子育て応援手当等による支援

②田野中思春期教室12/27（生徒47名、教員6名）③結婚相談員の会
長、副会長と打合せを実施。実施を予定していた結婚相談会を１月に
実施することに決定。HP、お知らせ版、LINEで周知した。
④利用者690人（うち自習室：21人）ましコッチ登録者数：20組、参加者
数：延べ２０組 ﾌｧﾐﾘｰｻﾎﾟ-ﾄ利用回数6回
⑤実施なし

②七井中思春期教室1/22（生徒64名）③1/24夜間結婚相談会を17:30
～19:00において実施。相談者１名（男性）
④利用者631人（うち自習室：18人）ましコッチ登録者数：21組、参加者
数：延べ２1組 ﾌｧﾐﾘｰｻﾎﾟ-ﾄ利用回数0回

②益子中思春期教室2/18（生徒102名、教員5名）、益子西小思春期教
室2/17（生徒89名）④利用者776人（うち自習室：18人）ましコッチ登録
者数：26組、参加者数：延べ33組 ﾌｧﾐﾘｰｻﾎﾟ-ﾄ利用回数0回
⑤実施なし

④利用者935人（うち自習室：18人）ましコッチ登録者数：27組、参加者
数：延べ48組 ﾌｧﾐﾘｰｻﾎﾟ-ﾄ利用回数0回
⑤実施なし

③結婚相談員情報交換会開催（R6事業について意見交換）
④利用者923人（うち自習室：36人）ましコッチ登録者数：18組、参加者
数：延べ16組、ﾌｧﾐﾘｰｻﾎﾟ-ﾄ利用回数１6回
⑤子育て応援手当支給実績：790世帯89％、964人90％、3,036万円
91％

④利用者981人（うち自習室：6人）ましコッチ登録者数：18組、参加者
数：延べ19組、夏のお楽しみ会を開催（参加者19組、大人31名、子ども
36名）ﾌｧﾐﾘｰｻﾎﾟ-ﾄ利用回数7回
⑤子育て応援手当支給実績：834世帯94％、1,013人94％、3,161万円
95％

③とちぎ結婚支援センターによる町結婚相談員向けの講演会を開催
（商工会、JA益子、社会福祉協議会も参加）
④利用者785人（うち自習室：29人）ましコッチ登録者数：16組、参加者
数：延べ20組 ﾌｧﾐﾘｰｻﾎﾟ-ﾄ利用回数7回
⑤子育て応援手当支給実績：879世帯99.2％、1,065人99.3％、3,305万
円99.5％

③社協婚活イベント委託　10/6　フレンド成立：６組（うち１組は本交際へ
と移行
④利用者816人（うち自習室：42人）ましコッチ登録者数：17組、参加者
数：延べ20組 ﾌｧﾐﾘｰｻﾎﾟ-ﾄ利用回数11回
⑤子育て応援手当支給実績：880世帯99.3％、1,066人99.3％、3,310万
円99.6％（精算）

②特別支援学校　自分未来学11/19（生徒24名,教員8名）
③庁内独身職員を応援するため、「とちぎ結婚応援企業・団体」に町が
登録
④利用者694人（うち自習室：29人）ましコッチ登録者数：17組、参加者
数：延べ33組 ﾌｧﾐﾘｰｻﾎﾟ-ﾄ利用回数0回
⑤実施なし

①年間計画（スケジュール・工程） ②実施内容・実績・成果

①小宅古墳群にて昔遊び体験コーナーを実施
④乳幼児リトミック講座4/8（9組）利用者：630人（うち自習室：30人）　まし
コッチ登録者数：18組、参加者数：延べ38組
　ﾌｧﾐｻﾎﾟ提供会員の登録（1組）
⑤子育て応援手当対象者リスト作成

③社協婚活イベント委託　5/26　カップル成立1組
④親子ヨガ5/8(4組）利用者：564人（うち自習室：35人）
ましコッチ登録者数：17組、参加者数：延べ33組
⑤子育て応援手当申請書発送
　887世帯　1,074人　3,325万円

③結婚相談員委嘱７名（任期はR9.3.31まで）
④乳幼児リトミック講座6/10（9組）利用者：814人（うち自習室：35人）　ま
しコッチ登録者数：17組、参加者数：延べ18組
　 ﾌｧﾐﾘｰｻﾎﾟ-ﾄ利用会員の登録（１組）、利用回数１回
⑤子育て応援手当支給開始
　実績：681世帯77％、831人77％、2,621万円79％

①益子らしい自然を活かした遊びの検討

②学童期からの思春期教室の検討

③出会いイベント等の検討

④ましコッコハウスの充実

⑤子育て応援手当等による支援

KPI 本年度目標値 現状値

(4-3月)85

KPI 本年度目標値 現状値

KPI 年間出生数（4～3月） 本年度目標値 115 現状値

施策 みんなで子育てするまちの実現 進捗状況 100%

関連する
優先目標

関連する
SDGs

　　―

R6（2024）

課局名 福祉子育て課

基礎目標 １ 幸せを感じる暮らしをつくる 政策 若者や子育て世代を応援するまちの実現

p36 福祉子育て課



シート2【　四半期検証シート　】

第
３
四
半
期

②について、学校において思春期教室を実施した。次期以降も予定している。
③社協主催の婚活イベントは「友活」と題して実施したところ女性の応募者が９名（うち当日キャンセル２名）と５月
開催時より増やすことができた。今年度の婚活イベントについてはこれで終了だが、来年度実施についても「友
活」等女性が参加しやすいイベントになるよう配慮したい。
④利用会員の利用が増加しているが、提供会員の登録が伸び悩んでいる。孫の面倒をみるなどの理由が主な原
因。
⑤子育て応援手当については支給済み。窓口では評価する意見を何度も耳にすることができ、子育ての応援に
なっていると感じられた。次年度については、節目のみの支給となる（年長、小６、中３）。

総
括

(

第
４
四
半
期
含

)

②については、各学校において思春期教室を実施した。赤ちゃん抱っこ体験等を取り入れ、より記憶に残りやす
い内容を実施した。今後も生徒の理解度や課題に併せたグループワークを組み立て、将来の子育てに生かせる
教室を実施していきたい。
③相談者については、時間が合わず出られない方や勇気が出ず行くことができない方等いるので保護者等の代
理出席も認めて実施した。しかし、本人でないと確認できない事項もあるので次回開催時や都合のよい時間を見
計らって相談機会を設けることとする。次回開催は４月予定（３ヶ月に一度の開催。）また、相談会開催時に相談
員を集めて意見交換を実施する形をとり日中の相談会の回数を削減し効率化を図ることとする。新たな試みとし
て、相談員同士のグループLINEの作成を検討する。
④家庭環境変化等により、ファミリーサポートの利用予定者の利用が無くなった。ましコッコ利用者へのPRを引き
続き実施していく。

第
２
四
半
期

③新規結婚相談員に結婚相談について理解してもらうことができた。また、昨今の若者の結婚についての概念に
ついて理解する機会の場となった。今後、結婚支援の方法について会で検討していくとする。
　社協主催婚活イベントの受付を９月に実施。今回のイベントについては、女性が気軽に参加できるようにするた
め、「婚活」ではなく、「友活」としてあくまでも「異性との交流の機会」というスタンスで実施する。（昨今の女性は
「婚活・出会い」の文言、「カップル成立」の強要を避ける傾向があるため。また、友達同士で参加しやすいスタイ
ルをとり、女性の参加数増を狙った。）

④「ましコッチ」の年齢の見直しを検討したが、入退園が落ち着いたため当初の「１歳以上」で継続することとした。
　子育て支援員研修が県より周知があり、町HPや保育園等に周知した。今後、研修を受講を通して、ファミリーサ
ポートの提供会員の確保につなげたい。
　夏のお楽しみ会をオピニオンリーダー等のボランティアの協力により実施。好評に終わることができた。

⑤応援手当の再通知を実施。99％以上の申請件数となった。

③担当課による点検・検証および
次期四半期（第4四半期は次年度）以降の改善点等

第
１
四
半
期

③社協主催婚活イベントを委託。井頭温泉チャットパレスにてバーベキューによる婚活イベントにて１組成立。後
期においてもイベント開催予定だが参加者が少ない状況。８月に県主催の大規模婚活事業が開催されるので、
結婚相談員にPRしていただくよう７月の会議時に依頼する。また、今後の活動日程、内容等を会議で検討する。

④ましコッコハウスについては、「ましコッチ」を４月から開校。１歳以上の児童を対象に開始したが、保育園等の入
園により早期退校してしまう児童が出てしまっている。対象児童の年齢の見直しを検討する。

⑤応援手当の申請は77％と順調。今後は、８月に「お知らせ版」にて周知を行い、９月には、未申請者に再通知
する。

p36 福祉子育て課



シート3【　外部検証委員会・議会からの意見・提言シート　】

総
括

継続性について
A：このまま継続　○
B：改善・見直し
C：廃止・終了

意見・提言
ファミリーサポートの利用が定着していかない点は気に
はなるが、思春期教室などにより学生が子どもを身近に
感じられる機会があるのは良いと思う。

ファミリサポート事業については、認知していない家庭
が存在していることから、乳幼児健診の会場やましコッコ
ハウスでのPR活動を実施する。また、移住定住につい
ては、ましコッコハウスの利用者の中で町外在住の方が
一定数いることから、職員が町外利用者とコミュニケー
ションをとる中でPR活動についても実施する。
アンコンシャスバイアスの解消については、思春期教室
をする中での実施を検討していきたい。

④外部検証委員会の意見・提言
⑤外部検証委員会・議会の意見・提言を受けての

次年度以降への方針・改善点

p36 福祉子育て課



第３期ましこ未来計画推進シート

シート1【　計画・実施状況シート　】

1「子供を育てたいまち」

人
対前年
同期比

+3 人

対前年
同期比
対前年
同期比

4月

5月

6月

7月

8月

9月

10月

11月

12月

1月

2月

3月

主
な
取
組
内
容

⑤子育て世帯への支援　学校給食費の補助

⑤子育て世帯への支援　学校給食費の補助

⑤子育て世帯への支援　学校給食費の補助

⑤児童500円/月、生徒600円/月　12月分の補助
　　延べ人数1,5２７人　818,400円

⑤児童500円/月、生徒600円/月　1月分の補助
　　延べ人数1,524人　816,800円

⑤児童500円/月、生徒600円/月　2月分の補助
　　延べ人数1,524人　816,600円

⑤児童500円/月、生徒600円/月　3月分の補助
　　延べ人数1,524人　766,600円

なし

⑤児童500円/月、生徒600円/月　7月分の補助
　　延べ人数1,528人　819,000円

⑤児童500円/月、生徒600円/月　9月分の補助
　　延べ人数1,528人　819,000円

⑤児童500円/月、生徒600円/月　10月分の補助
　　延べ人数1,523人　816,100円

⑤児童500円/月、生徒600円/月　11月分の補助
　　延べ人数1,52７人　818,400円

①年間計画（スケジュール・工程） ②実施内容・実績・成果

なし

なし

⑤児童500円/月、生徒600円/月　4月～6月分の補助
　　延べ人数4,592人　2,461,600円

⑤子育て世帯への支援　学校給食費の補助

KPI 本年度目標値 現状値

(4-3月)85

KPI 本年度目標値 現状値

KPI 年間出生数（4～3月） 本年度目標値 115 現状値

施策 みんなで子育てするまちの実現 進捗状況 100%

関連する
優先目標

関連する
SDGs

R6（2024）

課局名 学校教育課

基礎目標 １ 幸せを感じる暮らしをつくる 政策 若者や子育て世代を応援するまちの実現

p36 学校教育課



シート2【　四半期検証シート　】

第
３
四
半
期

⑤子育て世帯の経済的負担の軽減を図るため、学校給食費の一部の補助を行った。

総
括

(

第
４
四
半
期
含

)

⑤子育て世帯の経済的負担の軽減を図るため、学校給食費の一部の補助を行った。

第
２
四
半
期

⑤子育て世帯の経済的負担の軽減を図るため、学校給食費の一部の補助を行った。

③担当課による点検・検証および
次期四半期（第4四半期は次年度）以降の改善点等

第
１
四
半
期

⑤子育て世帯の経済的負担の軽減を図るため、学校給食費の一部の補助を行った。

p36 学校教育課



シート3【　外部検証委員会・議会からの意見・提言シート　】

総
括

継続性について
A：このまま継続　○
B：改善・見直し
C：廃止・終了

意見・提言
物価高騰で家計がひっ迫している子育て世帯にはとて
も助かる支援であると思う。

翌年度も国の交付金を活用し、保護者の負担軽減を図
る。

④外部検証委員会の意見・提言
⑤外部検証委員会・議会の意見・提言を受けての

次年度以降への方針・改善点

p36 学校教育課



第３期ましこ未来計画推進シート

シート1【　計画・実施状況シート　】

2「住みたいまち」

人
対前年
同期比

+27 人

対前年
同期比
対前年
同期比

4月

5月

6月

7月

8月

9月

10月

11月

12月

1月

2月

3月

主
な
取
組
内
容

③オーダーメイドツアーの周知・開催、
　お試し住宅の運営、新規お試し住宅の情報収集

④移住相談の実施、
　移住・定住ワンストップサイトの更新

⑤空き家バンク制度運営

③オーダーメイドツアーの周知・開催、
　お試し住宅の運営、新規お試し住宅の情報収集

④移住相談の実施、
　移住・定住ワンストップサイトの更新

⑤空き家バンク制度運営

③オーダーメイドツアーの周知・開催、
　お試し住宅の運営、新規お試し住宅の情報収集
　
④移住相談の実施、
　移住・定住ワンストップサイトの更新

⑤空き家バンク制度運営

③お試し住宅【利用：1件】、ツアー【利用：0件】
④相談【総：2件】【道：5件】
⑤バンク【登録：1件】【成約：0件】
・12/7JOIN移住・交流＆地域おこしフェアで移住相談
　【17件】
・空き家バンクに関するアンケート回答に基づく空き家バ
ンク登録案内送付【17件】
・益子町観光インスタグラムアカウントにおける周知活動

③お試し住宅【利用：1件】、ツアー【利用：0件】
④相談【総：7件】【道：6件】
⑤バンク【登録：1件】【成約：1件】
・田舎暮らしの本　Webにて益子町の二拠点生活事例に
ついてご紹介いただいた。

③お試し住宅【利用：0件】、ツアー【利用：0件】
④相談【総：3件】【道：0件】
⑤バンク【登録：2件】【成約：4件】

③お試し住宅【利用：0件】、ツアー【利用：0件】
④相談【総：8件】【道：4件】
⑤バンク【登録：3件】【成約：0件】
お仕事情報サイトJobQ Townに益子町の移住情報につ
いて情報提供を行い、おすすめの移住先としてご紹介い
ただいた。

③お試し住宅【利用：0件】、ツアー【利用：1件】
④相談【総：3件】【道：8件】
⑤バンク【登録：2件】【成約：2件】
・自治会長宛空き家バンクに関するアンケート回答に基
づく現地調査40件
・7/11県主催オンラインセミナー【85名当日視聴】
・7/27県主催オーダーメイドツアー【5組14名参加】

③お試し住宅【利用：0件】、ツアー【利用：1件】
④相談【総：11件】【道：6件】
⑤バンク【登録：2件】【成約：0件】
・8/17移住セミナー・相談会（つながる市＠無印良品 宇
都宮福田屋）
・8/24県主催オーダーメイドツアー【5組18名参加】

③お試し住宅【利用：1件】、ツアー【利用：1件】
④相談【総：5件】【道：10件】
⑤バンク【登録：2件】【成約：0件】

③お試し住宅【利用：0件】、ツアー【利用：0件】
④相談【総：4件】【道：11件】
⑤バンク【登録：0件】【成約：2件】

③お試し住宅【利用：0件】、ツアー【利用：1件】
④相談【総：2件】【道：8件】
⑤バンク【登録：1件】【成約：3件】
・11/2益子陶器市PR出展【パンフレット75部配布】
・11/10オールとちぎ移住＆しごとフェアで移住相談
　【18件】

①年間計画（スケジュール・工程） ②実施内容・実績・成果

③お試し住宅【利用：1件】、ツアー【利用：0件】
④相談【総：3件】【道：6件】【イベント：26件】
・4/27及び28春の陶器市にて「ましこにすむ」の配布、移
住に関するアンケート、移住相談及び町のPRを行った。
⑤バンク【登録：7件】【成約：4件】

③お試し住宅【利用：1件】、ツアー【利用：1件】
④相談【総：4件】【道：15件】
⑤バンク【登録：0件】【成約：0件】
　　制度案内チラシを固定資産税通知書に同封し送付
●移住支援金【申請：1件】

③お試し住宅【利用：1件】、ツアー【利用：0件】
④相談【総：6件】【道：11件】
⑤バンク【登録：2件】【成約：1件】

③オーダーメイドツアーの周知・開催、
　お試し住宅の運営、新規お試し住宅の情報収集

④移住相談の実施、
　移住・定住ワンストップサイトの更新

⑤空き家バンク制度運営
　R6.1実施のアンケート結果を踏まえ登録勧奨
　固定資産税通知書に制度案内チラシを同封

●R1年度開始の地方創生移住支援金※の周知・広報
と交付事務
※　東京23区の在住者等が、県が運営する企業情報掲載サ
イトに掲載された求人に新規就業するなどして県内市町に移
住した場合に、国・県・町が支援金を交付する制度

KPI 本年度目標値 現状値

(4-3月)
△34

KPI 本年度目標値 現状値

KPI 人口の社会動態（20～30代） 本年度目標値 △ 57 現状値

施策 若者のＵＩＪターンの推進 進捗状況 100%

関連する
優先目標

関連する
SDGs

R6（2024）

課局名 総合政策課

基礎目標 １ 幸せを感じる暮らしをつくる 政策 若者や子育て世代を応援するまちの実現

p37 総合政策課



シート2【　四半期検証シート　】

第
３
四
半
期

③お試し住宅については利用申し込みのキャンセルにより、利用がない期間が出たため、今後利用方法や運用
について、検討していきたい。オーダーメイドツアーについては地域おこし協力隊のエントリーにつながったため、
引き続き周知していきたい。また、ツアー内で案内する訪問先の先輩移住者や町内事業者についても移住促進
事業で関わっていけるよう連携していきたい。

④相談件数についてはイベント出展が多く、12月末時点の相談件数は182件（R5年度末相談数168件）と昨年度
実績を上回ることができた。相談件数が増えたものの、移住に興味を持ち始めたライト層が多いため、その後のサ
ポートに繋げられるよう引き続き周知促進していきたい。
　また、ワンストップサイトについては引き続き再構築に向けた見直しを進めていきたい。
　情報発信ツールの特徴を使い分けて効果的に発信していくため、12月に益子町観光インスタグラムアカウントに
おいて、町内で起業した移住者に焦点をあてた【ましこのひと】のインタビュー記事を全6回掲載した。
平均して490いいねを獲得し、各店舗のアカウントにおけるいいね数を平均約4倍ほど上回ることができ、移住者
やまちの魅力発信の他、協力店舗の周知の一助となった。

⑤空き家バンク実績はほぼ横ばい。自治会長宛空き家バンクアンケート回答に基づく調査において、登録対象と
判断した物件について申請の案内を促した。（17件）

総
括

(

第
４
四
半
期
含

)

③お試し住宅については例年通りの実績となった。オーダーメイドツアーについては昨年度を上回る結果となり、
お試し住宅利用者が活用する例があったため、引き続き周知に努めたい。
（お試し住宅利用者6組12名／オーダーメイドツアー申込者５組）

④相談件数についてはイベント出展が多く、昨年度実績を上回ることができた。本格的な移住に繋げられるよう引
き続きサポートしていきたい。（移住相談件数210件）

⑤空き家バンク実績はほぼ横ばい。成約件数が17件（前年比5件増）とやや伸びているため、具体的な移住・定住
に繋げることができた。（登録件数23件）
空き家バンク登録へ向けた、周知とサポートを引き続き実施したい。

第
２
四
半
期

③お試し住宅およびオーダーメイドツアーとも申請・利用者があり、オーダーメイドツアーについては既に昨年度
実績に到達しており好調である。具体的にはお試し住宅利用者が利用期間内にオーダーメイドツアーを申し込む
ケースが2件あったため、引き続き併せて周知を行い、利用を促進したい。

④移住相談は、相談件数が第1四半期に引き続き好調。相談しやすい環境を整えるため、相談窓口としてもサ
ポートセンターのスタッフが対応できるよう内部の体制を整備した。移住検討者それぞれに寄り添った支援により、
一人ひとりを着実に移住へとつなげていく。
　また、第2四半期は移住促進のためのイベント参加が多く、周知に努めた。
　ワンストップサイトについても掲載コンテンツやレイアウトを見直し、業者とヒアリングを重ねながら、再構築へ向け
て進めていきたい。
　
⑤空き家バンクの登録件数は昨年度と横ばいである。昨年度末に実施した自治会長宛空き家調査に基づく現地
調査を実施したため、調査内容を精査し、登録の勧奨に努め、件数を伸ばしていきたい。
登録には申請者へ対する申請方法や申請記入の補助などの支援が必要となるため、引き続き支援に当たりた
い。

③担当課による点検・検証および
次期四半期（第4四半期は次年度）以降の改善点等

第
１
四
半
期

③お試し住宅およびｵｰﾀﾞｰﾒｲﾄﾞﾂｱｰとも利用者あり好調、お試し住宅については予約の問い合わせが増えてお
り、移住検討者を増やすために、今後の運用についても検討を進めたい。いずれも移住促進のための具体的な
方策として、引き続き周知を図り利用を促進したい。

④移住相談は、R1年度以降の傾向として道の駅での相談件数が伸びており、、今期はR3年度に次いで多かっ
た。移住検討者それぞれに寄り添った支援により、一人ひとりを着実に移住へとつなげていく。
【総合政策課・道の駅での相談件数（4～6月）】H29：27、H30：25、R1：32、R2：30、R3：58、R4：40、R5：32、R6：45
　4月は陶器市でブースを設置してお試し住宅及びオーダーメイドツアーの案内、益子町への移住関心アンケー
トを実施し、204件の回答を得ることができた。また、移住相談も26件受けた。アンケート結果を移住促進事業に活
かすとともに、陶器市出展における有効性の検証や今後出展する場合の来場者へのアプローチ方法等検討して
いきたい。
　ワンストップサイトは陶器市出展について情報発信を行った。次期ではより発信力を高めるため、掲載コンテンツ
やレイアウトを見直すなどサイトの再構築に取り組んでいきたい。

⑤空き家バンクは、R1年度から固定資産税納税通知書にチラシを同封して周知を進めており、申請受付数も伸
びているため、一定の成果を上げていると思われる。また、過去に実施した空き家調査の情報を地図に落とし込
み一元化し、情報の集約に努めた。昨年度よりも登録件数、相談件数ともに伸びており、次期以降も引き続き登
録推奨（外観により登録の見込みがあると判断した物件の所有者への意向調査及び登録案内）に努めたい。

p37 総合政策課



シート3【　外部検証委員会・議会からの意見・提言シート　】

総
括

継続性について
A：このまま継続　○
B：改善・見直し
C：廃止・終了

意見・提言
陶器市やその他SNSなど発信ツールを増やし、発信力
を強化している点が評価できる。

SNS等の情報発信で得たアクセス情報などを基に、より
ターゲット層を狙ったイベント企画・情報周知に努めた
い。

④外部検証委員会の意見・提言
⑤外部検証委員会・議会の意見・提言を受けての

次年度以降への方針・改善点

p37 総合政策課



第３期ましこ未来計画推進シート

シート1【　計画・実施状況シート　】

2「住みたいまち」

人
対前年
同期比

＋27 人

対前年
同期比
対前年
同期比

4月

5月

6月

7月

8月

9月

10月

11月

12月

1月

2月

3月

主
な
取
組
内
容

②二十歳のつどい準備
②若者の移住定住促進に関するアンケートの内容検討
及び作成

②二十歳のつどいの開催
②若者の移住定住促進に関するアンケートの実施

②二十歳のつどい実行委員会の開催

②二十歳のつどい準備
②若者の移住定住促進に関するアンケートの内容検討
及び作成

②二十歳のつどい 1/12 参加者165名
②若者の移住定住促進に関するアンケートの実施
　対象者：二十歳のつどい参加者　回答数：10件

なし

なし

なし

②8/10二十歳のつどい実行委員会   12 名

なし

なし

なし

①年間計画（スケジュール・工程） ②実施内容・実績・成果

なし

なし

②令和6年度二十歳のつどい対象者の確認

②令和6年度二十歳のつどい対象者の把握

KPI 本年度目標値 現状値

(4-3月)
△34

KPI 本年度目標値 現状値

KPI 人口の社会動態（20～30代） 本年度目標値 △ 57 現状値

施策 若者のＵＩＪターンの推進 進捗状況 100%

関連する
優先目標

関連する
SDGs

　　―

R6（2024）

課局名 生涯学習課

基礎目標 １ 幸せを感じる暮らしをつくる 政策 若者や子育て世代を応援するまちの実現

p37 生涯学習課 



シート2【　四半期検証シート　】

第
３
四
半
期

②成人者を対象とした移住定住促進に関するアンケートを作成。1月12日の二十歳のつどいの際に実施する。

総
括

(

第
４
四
半
期
含

)

②二十歳のつどいの際に成人者を対象とした移住定住促進に関するアンケートを行った。回答者は少なかったも
のの、益子町への移住に不安を覚える理由について、「働く場所が少ない」、「通勤・通学の不便さ」がそれぞれ
75％と高く、課題が浮き彫りになった。今後はアンケート結果を参考にし、若者のUIJターンの推進に繋がる施策を
検討する。

第
２
四
半
期

②実行委員に県外在住者も多いためお盆帰省時期に合わせ実行委員会を開催。二十歳のつどいの開催に併
せ、成人者を対象としたUターン意識の醸成を図るために、若者の移住定住に関するアンケートを実施予定。

③担当課による点検・検証および
次期四半期（第4四半期は次年度）以降の改善点等

第
１
四
半
期

②Uターン意識の醸成を図る取り組みの検討が必要である。

p37 生涯学習課 



シート3【　外部検証委員会・議会からの意見・提言シート　】

総
括

継続性について
A：このまま継続　○
B：改善・見直し
C：廃止・終了

意見・提言
アンケート結果をもとに、若者が帰ってきてくれて、将来
にわたって定住していけるような施策をお願いしたい。

アンケートの結果、定住に不安を覚える理由について、
「働く場所が少ない」、「通勤通学の不便さ」が75％を占
めている。
総合政策課に情報共有し、今後の取組みを検討する。

④外部検証委員会の意見・提言
⑤外部検証委員会・議会の意見・提言を受けての

次年度以降への方針・改善点

p37 生涯学習課 



第３期ましこ未来計画推進シート

シート1【　計画・実施状況シート　】

　　―

％
対前年
同期比

+0.7 ％

対前年
同期比
対前年
同期比

4月

5月

6月

7月

8月

9月

10月

11月

12月

1月

2月

3月

主
な
取
組
内
容

①住民健診（特定健診・がん検診）の普及啓発
　受診後のフォロー

②健康意識向上のための普及啓発
　　（健康デー・個別栄養相談・各種健康教室）

③運動習慣の定着

①住民健診（特定健診・がん検診）の普及啓発
　受診後のフォロー

②健康意識向上のための普及啓発
　　（健康デー・個別栄養相談・各種健康教室）

③運動習慣の定着

①住民健診（特定健診・がん検診）の普及啓発
　受診後のフォロー

②健康意識向上のための普及啓発
　　（健康デー・個別栄養相談・各種健康教室）

③運動習慣の定着

①集団健診12/4（水）154名 12/8（日）166名 12/12（木）154名
　　12/17（火）154名
　結果説明会 12/10（火）65名 12/14（土）50名 12/24（火）AM：71名
PM：73名
②健康デー42名（間食・飲酒）
　　個別栄養相談 4名 個別運動相談　3名
③ましこっと体操の普及啓発（ポスター掲示）

①集団健診（追加日程） 1/14（火）90名
②健康デー　46名（ベジチェック、郷土料理紹介 ）
　個別栄養相談 3 名 個別運動相談　5名
③ましこっと体操の普及啓発（ポスター掲示）

①結果説明会（追加健診分）　2/18(火)34名
②健康デー　56名（フレイルチェック）
　個別栄養相談   5名 個別運動相談　6名
③ましこっと体操の普及啓発（ポスター掲示）

②健康デー　38名（高血圧予防）
　個別栄養相談   6名 個別運動相談　3名
③ましこっと体操の普及啓発（ポスター掲示）

①集団健診7/3（水）16８名　7/12（金）185名
　結果説明会　７/31（水）76名　7/31（水）70名
②健康デー53名（フレイルチェック）
　　個別栄養相談 2名 個別運動相談　１名
③ましこっと体操の普及啓発（ポスター掲示）

①集団健診８/2（金）122名　8/5（月）156名　８/20（火）151名
　結果説明会　8/７（水）111名　8/16（金）116名、8/31（土）87名、8/31
（土）88名
②健康デー46名（栄養の日）
　　個別栄養相談 4名 個別運動相談　１名
③ましこっと体操の普及啓発（ポスター掲示）

①集団健診9/22（日）171名　9/24（火）151名
　結果説明会　9/3（火）86名　9/6（金）60名、9/9（月）85名　9/24（火）
100名
②健康デー48名（高血圧予防）
　　個別栄養相談 4名 個別運動相談　4名
③ましこっと体操の普及啓発（ポスター掲示）

①集団健診10/6（日）175名 10/9（水）153名 10/10（木）164名
   10/24（木）148名 10/25（金）169名
　結果説明会　10/27（日）55名 10/29（火）68名
②健康デー53名（骨粗しょう症）
　　個別栄養相談 ６名 個別運動相談　３名
③ましこっと体操の普及啓発（ポスター掲示）

①集団健診11/6（水）171名 11/9（土）144名 11/19（火）177名
　　11/22（金）165名
　結果説明会　11/10（日）63名 11/13（水）63名 11/14（木）68名
　　11/28（木）76名
②健康デー53名（糖尿病）
　　個別栄養相談 5名 個別運動相談　3名
③ましこっと体操の普及啓発（ポスター掲示）

①年間計画（スケジュール・工程） ②実施内容・実績・成果

①４月上旬、健診対象者への個別通知にて、受診勧奨
　　前年度までの実績による対象者：4,198 （新規40歳　225含む）
　　＊対象に合わせ、勧奨通知の工夫を実施
②健康デー　34名　　個別栄養相談　6名　個別運動相談 3名
③ましこっと体操の普及啓発（ポスター掲示）

①集団健診5/12（日）92名　5/15（水）７７名　5/25（土）96名
　　個別勧奨通知
　　がんクーポン券対象：乳（119名）子宮（96名） 　肝炎対象者
②健康デー　32名　　個別栄養相談　2名　個別運動相談　2名
③ましこっと体操の普及啓発（ポスター掲示）

①集団健診6/25（火）164名　6/26（水）170名
　結果説明会　6/16（日）23名　6/19（水）31名、6/29（土）23名
②健康デー70名（ベジチェック）
　　個別栄養相談 3名 個別運動相談　１名
③ましこっと体操の普及啓発（ポスター掲示）

①住民健診（特定健診・がん検診）の普及啓発
　受診後のフォロー

②健康意識向上のための普及啓発
　　（健康デー・個別栄養相談・各種健康教室）

③運動習慣の定着

KPI 本年度目標値 現状値

11.8

KPI 本年度目標値 現状値

KPI メタボリックシンドローム予備軍の割合 本年度目標値 10.6 現状値

施策 ライフステージに応じた健康づくりの推進 進捗状況 100%

関連する
優先目標

関連する
SDGs

3健康・福
祉

R6（2024）

課局名 福祉子育て課

基礎目標 １ 幸せを感じる暮らしをつくる 政策 健康・長寿ましこづくりの推進

p38 福祉子育て課



シート2【　四半期検証シート　】

第
３
四
半
期

①②安全に健診が受けられるよう環境調整。また、健診受診を機に、自らの健康に意識をもっていただけるよう、
結果説明会時に結果の振り返りを実施。健康の維持増進の為に何をすべきかを専門職と共に考える機会を設け
ている。
健康づくりのモチベーション維持の為の受け皿として、個別栄養相談、健康デーを開催。住民にも好評である。
また、昨年度より、各回毎に『健康イベント』を同時開催を実施。参加者の健康意識の向上に繋がると考えられ
る。

③随時、ポスターやチラシの掲示を行っていく。

総
括

(

第
４
四
半
期
含

)

①②安全に健診が受けられるよう環境調整。また、健診受診を機に、自らの健康に意識をもっていただけるよう、
結果説明会時に結果の振り返りを実施。健康の維持増進の為に何をすべきかを専門職と共に考える機会を設け
ている。
健康づくりのモチベーション維持の為の受け皿として、個別栄養相談、健康デーを開催。住民にも好評である。
また、昨年度より、各回毎に『健康イベント』を同時開催を実施。参加者の健康意識の向上に繋がると考えられ
る。

③随時、ポスターやチラシの掲示を行っていく。

第
２
四
半
期

➀②安全に健診が受けられるよう環境調整。また、健診受診を機に、自らの健康に意識をもっていただけるよう、
結果説明会時に結果の振り返りを実施。健康の維持増進の為に何をすべきかを専門職と共に考える機会を設け
ている。
健康づくりのモチベーション維持の為の受け皿として、個別栄養相談、健康デーを開催。住民にも好評である。
また、昨年度より、各回毎に『健康イベント』を同時開催を実施。参加者の健康意識の向上に繋がると考えられ
る。

③随時、ポスターやチラシの掲示を行っていく。

③担当課による点検・検証および
次期四半期（第4四半期は次年度）以降の改善点等

第
１
四
半
期

①②安全に健診が受けられるよう環境調整。また、健診受診を機に、自らの健康に意識をもっていただけるよう、
結果説明会時に結果の振り返りを実施。健康の維持増進の為に何をすべきかを専門職と共に考える機会を設け
ている。
健康づくりのモチベーション維持の為の受け皿として、個別栄養相談、健康デーを開催。住民にも好評である。
また、昨年度より、各回毎に『健康イベント』を同時開催を実施。参加者の健康意識の向上に繋がると考えられ
る。

③随時、ポスターやチラシの掲示を行っていく。

p38 福祉子育て課



シート3【　外部検証委員会・議会からの意見・提言シート　】

総
括

継続性について
A：このまま継続　○
B：改善・見直し
C：廃止・終了

意見・提言
今後も個人の健康意識向上・維持増進の啓発を続けて
いただきたい。

健康課題が多様化する中、健康日本２１（第３期）では、
「誰一人取り残さない健康づくり」の展開、及び「より実
効性を持つ取り組み」を推進することとしている。
より多くの幅広い世代の町民に健康に関心を持ってもら
えるよう、各種事業の成果を評価し、内容や周知方法な
ど工夫を凝らしたい。

④外部検証委員会の意見・提言
⑤外部検証委員会・議会の意見・提言を受けての

次年度以降への方針・改善点

p38 福祉子育て課



第３期ましこ未来計画推進シート
シート1【　計画・実施状況シート　】

　　―

組織
対前年
同期比

+1

対前年
同期比
対前年
同期比

4月

5月

6月

7月

8月

9月

10月

11月

12月

1月

2月

3月

主
な
取
組
内
容

①社会福祉協議会や民生委員児童委員、自治会など
による助け合いのあり方の検討

②住民参加型の生活支援事業の制度等の検討

③ひきこもり家庭の相談窓口の検討

④命の大切さの普及啓発

①社会福祉協議会や民生委員児童委員、自治会など
による助け合いのあり方の検討

②住民参加型の生活支援事業の制度等の検討

③ひきこもり家庭の相談窓口の検討

④命の大切さの普及啓発

①社会福祉協議会や民生委員児童委員、自治会など
による助け合いのあり方の検討

②住民参加型の生活支援事業の制度等の検討

③ひきこもり家庭の相談窓口の検討

④命の大切さの普及啓発

①②12/6民生委員児童委員協議会定例会及び町長と
の懇親会
④普及啓発としてパンフレット、ポケットティッシュ等配
布。思春期教室で、命の大切さについての講話を行っ
た。（12/17田野中2年生　47名）

④普及啓発としてパンフレット、ポケットティッシュ等配
布。思春期教室で、命の大切さについての講話を行っ
た。（1/20七井中2年生　64名）

④普及啓発としてパンフレット、ポケットティッシュ等配
布。思春期教室で、命の大切さについての講話を行っ
た。（2/18益子中2年生　102名）

④自殺対策月間普及啓発としてパンフレット、ポケット
ティッシュ等配布。

④普及啓発としてパンフレット、ポケットティッシュ等配
布。

④普及啓発としてパンフレット、ポケットティッシュ等配
布。

①9/6民生委員児童委員協議会定例会
④普及啓発としてパンフレット、ポケットティッシュ等配
布。

④普及啓発としてパンフレット、ポケットティッシュ等配
布。

①11/8民生委員児童委員協議会定例会
④普及啓発としてパンフレット、ポケットティッシュ等配
布。

①年間計画（スケジュール・工程） ②実施内容・実績・成果

④普及啓発としてパンフレット、ポケットティッシュ等配
布。

④普及啓発としてパンフレット、ポケットティッシュ等配
布。

①②6/14民生委員児童委員と町長との懇談会実施。
④普及啓発としてパンフレット、ポケットティッシュ等配
布。

①社会福祉協議会や民生委員児童委員、自治会など
による助け合い・支え合いの地域づくりの推進

②住民参加型の生活支援事業の推進

③ひきこもり家庭の相談窓口の検討

④命の大切さの普及啓発

KPI 本年度目標値 現状値

1

KPI 本年度目標値 現状値

KPI 地域ぐるみの生活支援組織づくり 本年度目標値 2 現状値

施策 住み慣れた地域で暮らすための支え合いと地域福祉の推進 進捗状況 100%

関連する
優先目標

関連する
SDGs

3健康・福
祉

R6（2024）

課局名 福祉子育て課

基礎目標 １ 幸せを感じる暮らしをつくる 政策 だれもがいきいきと生活できる暮らしの充実

p39 福祉子育て課



シート2【　四半期検証シート　】

第
３
四
半
期

④町公共施設でのパンフレット等の配布を継続し啓発する。3月の自殺予防月間にも実施する。

総
括

(

第
４
四
半
期
含

)

④町公共施設でのパンフレット等の配布を継続し啓発する。

第
２
四
半
期

④町公共施設でのパンフレット等の配布を継続し啓発する。 ９月の自殺予防週間には町公共施設へのポスター
掲示等を実施。３月の自殺予防月間にも実施する。

③担当課による点検・検証および
次期四半期（第4四半期は次年度）以降の改善点等

第
１
四
半
期

④町公共施設でティッシュ等の配布を行っている。７月以降も継続して啓発を行っていく予定。自殺予防月間及
び週間にはより力を入れていく。

p39 福祉子育て課



シート3【　外部検証委員会・議会からの意見・提言シート　】

総
括

継続性について
A：このまま継続　○
B：改善・見直し
C：廃止・終了

意見・提言
ひきこもり相談窓口は、福祉に関する総合相談窓口と一
緒に検討を進めていただきたい。

ひきこもり相談については、最近件数が増えているとこ
ろで、相談者毎に対応が異なる。ご本人やご家族に寄り
添い、安心して相談できるよう、福祉総合窓口の充実と
ともに、ひきこもり相談についても対応ができるよう検討
していく。

④外部検証委員会の意見・提言
⑤外部検証委員会・議会の意見・提言を受けての

次年度以降への方針・改善点

p39 福祉子育て課



第３期ましこ未来計画推進シート

シート1【　計画・実施状況シート　】

　　―

人
対前年
同期比

△6 人

対前年
同期比
対前年
同期比

4月

5月

6月

7月

8月

9月

10月

11月

12月

1月

2月

3月

主
な
取
組
内
容

①ふれあいサロン運営支援
②日常生活の支援体制つくり
④いきいきクラブ、シルバー人材センターの活動支援
⑤地域包括ケアシステムの推進

①ふれあいサロン運営支援
②日常生活の支援体制つくり
④いきいきクラブ、シルバー人材センターの活動支援
⑤地域包括ケアシステムの推進

①ふれあいサロン運営支援
②日常生活の支援体制つくり
④いきいきクラブ、シルバー人材センターの活動支援
⑤地域包括ケアシステムの推進

①活動内容の相談・調整。
④いきいきクラブ活動に関する相談対応、シルバー人材
センター事務局との打ち合わせを実施。
⑤芳賀郡市医師会コーディネーターと打ち合わせを実施

①活動内容の相談・調整
②情報交換・打ち合わせの日程等の調整
④自治会長会議時、いきいきクラブの現状及び協力依頼
の説明実施。Ｒ７年度町有バスの利用希望日調査。
⑤住民公開講座の開催

①活動内容の相談・調整
②益子町社会福祉協議会と取組や課題についての意見交換・
打ち合わせを実施
④いきいきクラブ・真岡線相互利用事業打合せ会議出席（芳賀
広域主催）
⑤ネットワーク連絡会、多職種研修会、住民公開講座の開催

①補助金実績報告・活動内容の相談・新規サロンの相談
②星の宮地区生活支援体制整備協議会の開催
④いきいきクラブで利用する町有バスの抽選会（真岡線相互利
用事業）を実施。いきいきクラブ補助金実績報告。
⑤芳賀4町会議・運営委員会の開催、在宅医療・介護連携事業
に係る検討会の開催

①活動内容の相談・調整
④いきいきクラブ町有バス利用【クラブ：1団体】、真岡線
相互利用事業【クラブ：3団体】。④シルバー人材センター
事務局と意見交換
⑤在宅医療・介護連携推進事業運営委員会

①活動内容の相談・調整  新規サロン相談
④シルバー人材センター事務局と意見交換
⑤芳賀郡市医師会と研修会活動計画について情報共
有・意見交換

①新規サロン相談 、補助金交付決定【サロン：2団体】
②地域の協議会との意見交換
④いきいきクラブ町有バス利用【クラブ：2団体】、真岡線
相互利用事業【クラブ：3団体】。④シルバー人材センター
事務局等と意見交換
⑤在宅医療・介護連携推進事業住民公開講座

①活動内容の相談・調整
④いきいきクラブ・町有バス利用【クラブ：3団体】、クラブ
活動に関する相談対応。
⑤在宅医療・介護連携推進事業に関わる検討会の実
施、多職種研修会の開催

①活動内容の相談・調整。サロン10周年記念イベントの開催
②生活支援コーディネーターと打ち合わせを2回実施
④いきいきクラブ・町有バス利用【クラブ：2団体】いきいきクラブ
活動に関する相談対応
⑤在宅医療・介護連携推進事業住民公開講座の開催

①年間計画（スケジュール・工程） ②実施内容・実績・成果

①補助金交付【サロン：9団体】
④いきいきクラブ連合会総会【クラブ：16団体中15団体参
加】、いきいきクラブ・町有バス利用【クラブ：1団体1回】、
真岡線相互利用事業【クラブ：1団体】
⑤関係各課・関係機関と連携

①活動内容の相談・調整
④いきいきクラブ・補助金交付決定【クラブ：14団体】・町
有バス利用【クラブ：5団体】、真岡線相互利用事業【クラ
ブ：1団体】クラブ活動に関する相談対応。シルバー人材
センター事務局長との打ち合わせを実施。
⑤在宅医療・介護連携推進事業担当者研修会

①活動内容の相談・調整
④いきいきクラブ・補助金交付【クラブ：16団体、連合会】、町有バス利用
【クラブ：1団体】、真岡線相互利用事業【クラブ：1団体】、クラブ活動に関
する相談対応。シルバー人材センター事務局長との打ち合わせ、意見
交換を実施。シルバー人材センターへ補助金を交付した。
⑤在宅医療・介護連携推進事業に関わる検討会の実施ネットワーク連
絡会の開催

①ふれあいサロン運営支援
②日常生活の支援体制つくり
④いきいきクラブ、シルバー人材センターの活動支援
⑤地域包括ケアシステムの推進

KPI 本年度目標値 現状値

333

KPI 本年度目標値 現状値

KPI 介護予防教室及び高齢者サロン参加者実人数 本年度目標値 398 現状値

施策 高齢者の生きがいづくりの推進 進捗状況 100%

関連する
優先目標

関連する
SDGs

3健康・福祉

R6（2024）

課局名 高齢者支援課

基礎目標 １ 幸せを感じる暮らしをつくる 政策 だれもがいきいきと生活できる暮らしの充実
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シート2【　四半期検証シート　】

第
３
四
半
期

①12月末サロン・教室参加実人数333名（うちサロン136名、介護予防教室58名、自主教室139名）
各サロン・自主教室に対して活動内容の相談や支援をおこなった。7月に活動を終了したサロンがあったが、新し
く２か所のサロンを開設することが出来た。今後も継続して活動できるよう支援していく。
②情報共有及び連携による体制整備を推進するため、生活支援コーディネーター、社会福祉協議会などとの意
見交換を実施し、第4四半期の実施事業等について検討した。
④いきいきクラブ活動については、真岡線相互利用事業や町有バス利用等、今後の活動について各単位クラブ
からの相談に応じた。なお、第４四半期では、次年度の真岡線相互利用事業や町有バス申込関係について希望
日を伺い、調整するなど準備を進めていきたい。シルバー人材センター事務局と意見交換を行った。引き続き意
見交換等を継続していく。
⑤在宅医療・介護連携推進事業の中で多職種研修会、住民公開講座、在宅医療・介護連携推進事業に関わる
検討会を実施した。県、芳賀郡1市4町、芳賀郡市医師会と協力して引き続き事業を推進していきたい。

総
括

(

第
４
四
半
期
含

)

①3月末サロン・教室参加実人数333名（うちサロン136名、介護予防教室58名、自主教室139名）
各サロン・自主教室に対して活動内容の相談や支援をおこなった。サロンについては、いろいろな身体状況の方
が参加しているため関わり方や緊急時の対応に不安があるとの声が聞かれている。ボランティア中心で今後も運
営を継続していけるよう、専門職による様々な研修会を検討していく。また、新規のサロンが運営していけるよう支
援していく。
②情報共有及び連携による体制整備を推進するため、生活支援コーディネーター、社会福祉協議会などとの意
見交換・次年度の打ち合わせを第４四半期に実施した。星の宮地区生活支援体制整備協議会で、移動支援の検
討を行った。次年度、星の宮地区でアンケート調査を実施し、地域の困りごと等の把握や移動支援を検討してい
く。
④1月の自治会長会議時の案件で、いきいきクラブの現状及び協力依頼の資料を配布し、自治会の皆さんにいき
いきクラブ運営の協力・支援等をお願いした。また、次年度の町有バス利用関係について抽選会（真岡線相互利
用事業）を実施し、決定後、関係市町・真岡鐡道等へ連絡した。年々、クラブ数・クラブ員数ともに減少傾向にある
が、今後も社会福祉協議会と連携し、随時相談・支援を行っていきたい。シルバー人材センター事務局と打ち合
わせ、意見交換を実施した。シルバー人材センターの会員の就業機会等の拡大ができるように今後も情報交換
等を実施していきたい。
⑤在宅医療・介護連携推進事業の今年度の実績、次年度の計画等について、芳賀4町会議、運営委員会を実施
した。次年度についても、県、芳賀郡1市4町、芳賀郡市医師会等と協力して引き続き事業を推進していきたい。

第
２
四
半
期

①９月末サロン・教室参加実人数325名（うちサロン116名、介護予防教室58名、自主教室151名）１か所サロンが
無くなった事や夏の暑さで体調を崩す方も多く、参加人数は減少している。新規サロンの立上げに関しての支援
をおこなった。今後もオープンに向けて引き続き相談・支援を継続していく。
②第２四半期に地域から出た意見についての支援体制づくりを推進するため、生活支援コーディネーター、社会
福祉協議会等との意見交換・情報共有を第３四半期に実施する。
④真岡線相互利用事業や町有バス利用等、今後も社会福祉協議会等と連携し、いきいきクラブからの相談に応
じるほか、支援を継続していきたい。シルバー人材センターの事務局だけでなく、会員と意見交換を行い、事業拡
大や新規会員の加入等について支援を行う。
⑤在宅医療・介護連携推進事業の中で住民公開講座を実施した。第3四半期に、住民公開講座を3回、多職種
研修を開催する。

③担当課による点検・検証および
次期四半期（第4四半期は次年度）以降の改善点等

第
１
四
半
期

①６月末サロン・教室参加実人数342名（うちサロン131名、介護予防教室58名、自主教室153名）
介護予防教室やサロンの活動内容について相談や支援をおこなった。ふれあいサロンに補助金を交付した。
④社会福祉協議会でいきいきクラブ連合会総会を開催（単位クラブ16団体中15団体出席）した。また、真岡線相
互利用事業や町有バス利用等、今後の活動について各単位クラブからの相談に応じた。また、活動支援の一つ
としていきいきクラブの単位クラブや連合会に補助金を交付した。今後も社会福祉協議会等と連携し、いきいきク
ラブからの相談に応じるほか、支援を継続していきたい。
シルバー人材センターへ補助金を交付した。ウッドチッパーの貸与等により、事業拡大や新規会員の加入等につ
いて引き続き支援を行う。
⑤芳賀郡市医師会、芳賀郡1市4町で事業の意見交換会及び在宅医療・介護連携推進事業の検討会等を実施し
た。
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シート3【　外部検証委員会・議会からの意見・提言シート　】

総
括

継続性について
A：このまま継続　○
B：改善・見直し
C：廃止・終了

意見・提言
サロンや教室に参加している高齢者の方は、はつらつと
されている方が多いので、いろいろな地区でさまざまな
活動がなされて、健康維持されると良いと思う。

　いきいきクラブ会員の高齢化、高齢者のライフスタイル
やニーズの多様化などにより、クラブ数が減少している
が、高齢者の生きがいとなる場、地域社会との交流の場
等を維持するため、いきいきクラブやサロン等の通いの
場の補助や支援をしていく。
　
　高齢者が外出支援を受けることによって、社会との関
り、身体機能の維持・増進などの多くのメリットがあるの
で、高齢者の外出支援策（移動手段）を検討していく。

④外部検証委員会の意見・提言
⑤外部検証委員会・議会の意見・提言を受けての

次年度以降への方針・改善点
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第３期ましこ未来計画推進シート

シート1【　計画・実施状況シート　】

　　―

人
対前年
同期比

△5 人

対前年
同期比
対前年
同期比

4月

5月

6月

7月

8月

9月

10月

11月

12月

1月

2月

3月

主
な
取
組
内
容

①住み慣れた地域での生活継続が出来るよう支援を行
う。

②福祉人材や担い手の育成を行う。

③芳賀郡障害児者相談支援センターを周知する。

④障がい者就労支援施設等からの物資や役務の調達
を行う。

①住み慣れた地域での生活継続が出来るよう支援を行
う。

②福祉人材や担い手の育成を行う。

③芳賀郡障害児者相談支援センターを周知する。

④障がい者就労支援施設等からの物資や役務の調達
を行う。

①住み慣れた地域での生活継続が出来るよう支援を行
う。

②福祉人材や担い手の育成を行う。

③芳賀郡障害児者相談支援センターを周知する。

④障がい者就労支援施設等からの物資や役務の調達
を行う。

①障害児者相談支援センターと相談支援体制の連携を
図り、障がい者のニーズ把握に努めた。

①障害児者相談支援センターと相談支援体制の連携を
図り、障がい者のニーズ把握に努めた。

①障害児者相談支援センターと相談支援体制の連携を
図り、障がい者のニーズ把握に努めた。

①障害児者相談支援センターと相談支援体制の連携を
図り、障がい者のニーズ把握に努めた。
④民生委員児童委員協議会において、障がい者就労支
援施設から物資を調達した。

①障害児者相談支援センターと相談支援体制の連携を
図り、障がい者のニーズ把握に努めた。
②芳賀地区自立支援協議会専門部会等の研修に参加
した。

①障害児者相談支援センターと相談支援体制の連携を
図り、障がい者のニーズ把握に努めた。
②芳賀地区自立支援協議会専門部会等の研修に参加
した。

①障害児者相談支援センターと相談支援体制の連携を
図り、障がい者のニーズ把握に努めた。
④民生委員児童委員協議会において、障がい者就労支
援施設から物資を調達した。

①障害児者相談支援センターと相談支援体制の連携を
図り、障がい者のニーズ把握に努めた。

①障害児者相談支援センターと相談支援体制の連携を
図り、障がい者のニーズ把握に努めた。
④民生委員児童委員協議会において、障がい者就労支
援施設から物資を調達した。

①年間計画（スケジュール・工程） ②実施内容・実績・成果

①障害児者相談支援センターと相談支援体制の連携を
図り、障がい者のニーズ把握に努めた。
④障がい者優先調達方針を定め、年間の調達目標を設
定した。

①障害児者相談支援センターと相談支援体制の連携を
図り、障がい者のニーズ把握に努めた。
②県などが主催する研修計画を事業所に提供するととも
に、理解促進のため各種学習会等に職員を派遣した。

①障害児者相談支援センターと相談支援体制の連携を
図り、障がい者のニーズ把握に努めた。
②県などが主催する研修計画を事業所に提供するととも
に、理解促進のため各種学習会等に職員を派遣した。

①住み慣れた地域での生活継続が出来るよう支援を行
う。

②福祉人材や担い手の育成を行う。

③芳賀郡障害児者相談支援センターを周知する。

④障がい者就労支援施設等からの物資や役務の調達
を行う。

KPI 本年度目標値 現状値

19

KPI 本年度目標値 現状値

KPI 芳賀郡障害児者相談支援センター新規相談者数(益子町在住者) 本年度目標値 28 現状値

施策 障がい者の自立と安心して暮らせるまちづくり 進捗状況 100%

関連する
優先目標

関連する
SDGs

3健康・福
祉

10平等

R6（2024）

課局名 福祉子育て課

基礎目標 １ 幸せを感じる暮らしをつくる 政策 だれもがいきいきと生活できる暮らしの充実

p41 福祉子育て課



シート2【　四半期検証シート　】

第
３
四
半
期

①毎月複数回センター職員と情報共有を図っていることから連携については問題なく行えているものと考えてい
る。しかしながら、障がい福祉サービスに関する地域資源が不足していることから、地域での生活継続支援が困難
な状況もある。

②芳賀郡市で組織する自立支援協議会において主催する研修等に積極的に参加し情報収集を行う。

総
括

(

第
４
四
半
期
含

)

①毎月複数回センター職員と情報共有を図っていることから連携については問題なく行えているものと考えてい
る。しかしながら、障がい福祉サービスに関する地域資源が不足していることから、地域での生活継続支援が困難
な状況もある。

②芳賀郡市で組織する自立支援協議会において主催する研修等に積極的に参加し情報収集を行う。

③⑤関係機関等と連携し、障害児者相談支援センターの周知や、障害者支援に関する普及啓発を行う。

④障害者優先調達について、庁内各課へ周知を行う。

第
２
四
半
期

①毎月複数回センター職員と情報共有を図っていることから連携については問題なく行えているものと考えてい
る。しかしながら、障がい福祉サービスに関する地域資源が不足していることから、地域での生活継続支援が困難
な状況もある。

②芳賀郡市で組織する自立支援協議会において主催する研修等に積極的に参加し情報収集を行う。

③担当課による点検・検証および
次期四半期（第4四半期は次年度）以降の改善点等

第
１
四
半
期

①毎月複数回センター職員と情報共有を図っていることから連携については問題なく行えているものと考えてい
る。しかしながら、障がい福祉サービスに関する地域資源が不足していることから、地域での生活継続支援が困難
な状況もある。

②芳賀郡市で組織する自立支援協議会において主催する研修等に積極的に参加し情報収集を行う。

p41 福祉子育て課



シート3【　外部検証委員会・議会からの意見・提言シート　】

総
括

継続性について
A：このまま継続　○
B：改善・見直し
C：廃止・終了

意見・提言
障害・高齢ともに地域資源の減少が課題となっているの
で、町全体で取り組んでいかなければならないことでは
ないかと思う。

障害者や高齢者の支援に対しての地域資源が課題と
なっており、引き続き、芳賀郡市で設置している自立支
援協議会をはじめとした支援機関とともに課題解決に向
けた情報の共有、体制の整備等を行っていく。

④外部検証委員会の意見・提言
⑤外部検証委員会・議会の意見・提言を受けての

次年度以降への方針・改善点

p41 福祉子育て課



第３期ましこ未来計画推進シート

シート1【　計画・実施状況シート　】

　　―

対前年
同期比

±0

対前年
同期比
対前年
同期比

4月

5月

6月

7月

8月

9月

10月

11月

12月

1月

2月

3月

主
な
取
組
内
容

①財産を守るための権利保護事務の実施
②生活困窮者への支援
③福祉に関する総合窓口の検討

①財産を守るための権利保護事務の実施
②生活困窮者への支援
③福祉に関する総合窓口の検討

①財産を守るための権利保護事務の実施
②生活困窮者への支援
③福祉に関する総合窓口の検討

①相談者への後見人制度の案内を行った。
②生活保護制度の説明や申請受付、自立相談などの支
援を行った。

①相談者への後見人制度の案内を行った。
②生活保護制度の説明や申請受付、自立相談などの支
援を行った。

①相談者への後見人制度の案内を行った。
②生活保護制度の説明や申請受付、自立相談などの支援を
行った。
③２月26日第３回検討会議を開催。相談受付に関する業務フ
ローチャートを作成。

①相談者への後見人制度の案内を行った。
②生活保護制度の説明や申請受付、自立相談などの支
援を行った。

①相談者への後見人制度の案内を行った。
②生活保護制度の説明や申請受付、自立相談などの支
援を行った。

①相談者への後見人制度の案内を行った。
②生活保護制度の説明や申請受付、自立相談などの支
援を行った。
③８月２０日総合相談窓口設置検討会議を開催。看板の
設置、総合窓口及び担当者の設置、相談室の確保及び
環境整備について話し合いを実施した。次回は１０月２９
日開催予定。

①相談者への後見人制度の案内を行った。
②生活保護制度の説明や申請受付、自立相談などの支
援を行った。

①相談者への後見人制度の案内を行った。
②生活保護制度の説明や申請受付、自立相談などの支
援を行った。価格高騰重点支援給付金の給付を継続。
③10月２９日第２回総合相談窓口設置検討会議を開催。
担当係は福祉係。年度内に看板を設置するということで
まとまった。令和７年度からスタートするにあたり、現在の
カウンターの見直し、相談場所と人員の確保が必要にな
る。

①相談者への後見人制度の案内を行った。
②生活保護制度の説明や申請受付、自立相談などの支
援を行った。価格高騰重点支援給付金の給付を完了し
た。

①年間計画（スケジュール・工程） ②実施内容・実績・成果

①相談者への後見人制度の案内を行った。
②生活保護制度の説明や申請受付、自立相談などの支
援を行った。

①相談者への後見人制度の案内を行った。
②生活保護制度の説明や申請受付、自立相談などの支
援を行った。

①相談者への後見人制度の案内を行った。
②生活保護制度の説明や申請受付、自立相談などの支
援を行った。

①財産を守るための権利保護事務の実施
②生活困窮者への支援
③福祉に関する総合窓口の検討

KPI 本年度目標値 現状値

未設置

KPI 本年度目標値 現状値

KPI 福祉に関する総合窓口の設置 本年度目標値 未設置 現状値

施策 生活に困ったときの支援や自立の推進 進捗状況 100%

関連する
優先目標

関連する
SDGs

1貧困
3健康・
福祉

R6（2024）

課局名 福祉子育て課

基礎目標 １ 幸せを感じる暮らしをつくる 政策 だれもがいきいきと生活できる暮らしの充実

p42 福祉子育て課



シート2【　四半期検証シート　】

第
３
四
半
期

①権利保護については、適宜相談を受け協力を行っている。
②国・県の制度による支援を継続していく。
③県が主催する研修会等に積極的に参加する。

総
括

(

第
４
四
半
期
含

)

①権利保護については、適宜相談を受け協力を行っている。
②国・県の制度による支援を継続していく。
③県が主催する研修会等に積極的に参加する。

第
２
四
半
期

①権利保護については、適宜相談を受け協力を行っている。
②国・県の制度による支援を継続していく。
③県が主催する研修会等に積極的に参加する。

③担当課による点検・検証および
次期四半期（第4四半期は次年度）以降の改善点等

第
１
四
半
期

①権利保護については、適宜相談を受け協力を行っている。
②国・県の制度による支援を継続していく。
③県が主催する研修会等に積極的に参加する。

p42 福祉子育て課



シート3【　外部検証委員会・議会からの意見・提言シート　】

総
括

継続性について
A：このまま継続　○
B：改善・見直し
C：廃止・終了

意見・提言
福祉に関する総合窓口の設置により、町民がいろいろ
な相談をしやすくなり、より幸せを感じる暮らしとなるよう
期待する。

引き続き、国県を含む関係機関と連携を取りながら、支
援体制の充実や自立の推進について図っていく。

④外部検証委員会の意見・提言
⑤外部検証委員会・議会の意見・提言を受けての

次年度以降への方針・改善点

p42 福祉子育て課



第３期ましこ未来計画推進シート

シート1【　計画・実施状況シート　】

2「住みたいまち」

台
対前年
同期比

+8 台

対前年
同期比
対前年
同期比

4月

5月

6月

7月

8月

9月

10月

11月

12月

1月

2月

3月

主
な
取
組
内
容

①電気自動車を充電できる施設を増やす手法の検討。

②化石燃料に代わる、次世代エネルギー利用の推進。

④小中学校での環境に関する講座の実施。

①電気自動車を充電できる施設を増やす手法の検討。

②化石燃料に代わる、次世代エネルギー利用の推進。

①電気自動車を充電できる施設を増やす手法の検討。

②化石燃料に代わる、次世代エネルギー利用の推進。

⑤伐採木を薪材等として再利用できるようなシステムの
構築。

①栃木県脱炭素化支援事業打合せ（12/23、25）
①栃木県脱炭素化に向けたプラットフォーム会議
（12/24）
②太陽光発電システム補助金申請2件

①栃木県脱炭素化支援事業打合せ（1/22、29）
①電気自動車試乗会（1/25）

①栃木県脱炭素化支援事業打合せ（2/4、12、20）

①栃木県脱炭素化支援事業打合せ（3/10、13）
②太陽光発電システム補助金申請3件
②木質バイオマスストーブ設置設置補助金申請（1件）

①栃木県脱炭素化支援事業打合せ（7/17）
気候変動適応対策関東広域協議会web会議（7/25）
②省エネ家電製品購入費補助金交付申請受付（75件）

①栃木県脱炭素化支援事業打合せ（8/20）
②太陽光発電システム補助金申請2件
②省エネ家電製品購入費補助金交付申請受付（69件）

①栃木県脱炭素化支援事業打合せ（9/19）
②太陽光発電システム補助金申請6件
②省エネ家電製品購入費補助金交付申請受付

①栃木県脱炭素化支援事業打合せ（10/8，17，18）
②太陽光発電システム補助金申請5件
②省エネ家電製品購入費補助金交付申請受付（17件）
④益子西小学校水生生物調査（10/24）

①栃木県脱炭素化支援事業打合せ（11/15、25）
②太陽光発電システム補助金申請4件
②木質バイオマスストーブ設置設置補助金申請（1件）

①年間計画（スケジュール・工程） ②実施内容・実績・成果

②太陽光発電、蓄電池充電器設置、V2H、バイオマスス
トーブ等の補助について申請受付を開始。
②地域脱炭素化に向けたPF全体会議及び太陽光発電
施設設置に係る連絡会議の参加（4/26）

②省エネ家電製品購入費補助金交付申請受付開始。
（5/17）

①地域脱炭素化支援事業のキックオフミーティングの参
加（6/18）
④益子小学校水生生物調査（6/14）

①電気自動車を充電できる施設を増やす手法の検討。

②化石燃料に代わる、次世代エネルギー利用の推進。

④小中学校での環境に関する講座の実施。

KPI 本年度目標値 現状値

109

KPI 本年度目標値 現状値

KPI 町内電気自動車等保有台数 本年度目標値 110 現状値

施策 脱炭素・脱プラスチック社会の推進 進捗状況 100%

関連する
優先目標

関連する
SDGs

7エネル
ギー

12つくる・
つかう責

任

13気候変
動

14海の豊か
さ

15陸の豊か
さ

R6（2024）

課局名 町民くらし課

基礎目標 １ 幸せを感じる暮らしをつくる 政策 美しい里山・きれいなまちの推進

p43 町民くらし課



シート2【　四半期検証シート　】

軽14台、PHEV46台、EV49台

第
３
四
半
期

①栃木県脱炭素化支援事業を受け、脱炭素化、電気自動車化の推進、インフラ整備等の推進に向け、県及びコ
ンサルタント事業者と打ち合わせを行った。今後、月1～２回の打合せ等を行い施策案の検討を行っていく。ま
た、EV車への補助金等を検討していく。

②次世代エネルギー利用推進に関しては、太陽光発電パネル、蓄電池、V2H、ペレットストーブ等の設置補助を
継続し、今後も次世代エネルギー利用を推進していく。
②臨時交付金を活用した省エネ家電製品購入費補助交付事業完了（申請件数２５６件）

総
括

(

第
４
四
半
期
含

)

①栃木県脱炭素化支援事業を受け、脱炭素化、電気自動車化の推進、インフラ整備等の推進に向け、県及びコ
ンサルタント事業者と打ち合わせを行った。次年度以降インフラ整備の設置等向け補助金等の活用の検討を行っ
ていく。また、EV車への補助金等を検討していく。EV車に関しては、まだ住民の意識が醸成されていないところが
見えたので、引き続き事業者の協力を受け、試乗会等を行っていきたい。
②太陽光発電システム補助金の申請が多くなってきていると感じる。今後蓄電池等の申請設置者等にアンケート
などを取り、利便性等を広報し、脱炭素の一助として件数を増加させていきたい。

第
２
四
半
期

①栃木県脱炭素化支援事業を受け、脱炭素化、電気自動車化の推進、インフラ整備等の推進に向け、県及びコ
ンサルタント事業者と打ち合わせを行った。今後、月1回の打合せ等を行い施策案の検討を行っていく。

②次世代エネルギー利用推進に関しては、太陽光発電パネル、蓄電池、V2H、ペレットストーブ等の設置補助を
継続し、今後も次世代エネルギー利用を推進していく。特に、蓄電池への関心が高まっていることから、個人住宅
の自家消費型の太陽光蓄電池の申請が多くなってきており、補助要綱の見直しが必要か検討する。
臨時交付金を活用した省エネ家電製品購入費補助交付事業の継続
⑤H28 ～R５年度までの木質バイオマスストーブ設置補助金活用者にアンケートを行う準備を行った。

③担当課による点検・検証および
次期四半期（第4四半期は次年度）以降の改善点等

第
１
四
半
期

①公共施設への充電設備設置については、民間事業者が国の補助金を活用して、イニシャルコスト、ランニング
コストを抑えて自治体への導入を展開している事例もあるので、情報を入手し、検討可能か判断していく。

②次世代エネルギー利用推進に関しては、太陽光発電パネル、蓄電池、V2H、ペレットストーブ等の設置補助を
継続し、今後も次世代エネルギー利用を推進していく。特に、蓄電池への関心が高まっていることから、個人住宅
の自家消費型の太陽光蓄電池の申請が多くなってきており、補助要綱の見直しが必要か検討する。
臨時交付金を活用した省エネ家電製品購入費補助交付事業を開始した。

p43 町民くらし課



シート3【　外部検証委員会・議会からの意見・提言シート　】

総
括

継続性について
A：このまま継続　○
B：改善・見直し
C：廃止・終了

意見・提言
小学校での環境に関する講座実施は、楽しく環境につ
いて学び身につけていく機会となるので、継続していっ
てほしい。

EV車の増加に向けて、充電施設等の設置の推進を進
めていく。脱炭素に向けた町民向けの啓発活動、また、
子供たちに向けた地球温暖化の講座を推進していきた
い。家庭向けの太陽光発電は積極的に進めていくととも
に、事業者向けの太陽光発電施設の設置に関しては、
景観等に配慮した事業となるような制度の見直しを行っ
ていく。

④外部検証委員会の意見・提言
⑤外部検証委員会・議会の意見・提言を受けての

次年度以降への方針・改善点

p43 町民くらし課



第３期ましこ未来計画推進シート

シート1【　計画・実施状況シート　】

　　―

台
対前年
同期比

+8

対前年
同期比
対前年
同期比

4月

5月

6月

7月

8月

9月

10月

11月

12月

1月

2月

3月

主
な
取
組
内
容

①伐採木を薪材等として再利用できるようなシステムの
構築

①伐採木を薪材等として再利用できるようなシステムの
構築

①伐採木を薪材等として再利用できるようなシステムの
構築

①ナラ枯れ対策検討会に参加12/10
①前沢町有林のマツをシルバー人材センターに提供（門
松用）

①環境基本計画推進委員会に参加1/21

なし

①環境審議会に参加3/18
①前沢町有林の間伐実施

なし

なし

なし

なし

①伐採木の利用について情報収集11/1

①年間計画（スケジュール・工程） ②実施内容・実績・成果

なし

①環境基本計画推進委員会に参加5/28

なし

①伐採木を薪材等として再利用できるようなシステムの
構築

KPI 本年度目標値 現状値

109

KPI 本年度目標値 現状値

KPI 町内電気自動車等保有台数 本年度目標値 110 現状値

施策 農山村の景観維持と整備の充実 進捗状況 100%

関連する
優先目標

関連する
SDGs

R6（2024）

課局名 農政課

基礎目標 １ 幸せを感じる暮らしをつくる 政策 美しい里山・きれいなまちの推進

p43 農政課



シート2【　四半期検証シート　】

第
３
四
半
期

①ナラ枯れ対策として伐倒燻蒸した木材を薪材として配布できないか検討した。しかし、県に確認したところ、燃
焼時の安全性を保証できないとの回答があったため断念した。なお、今年度は町有林の間伐を予定しているた
め、伐採木材の有効活用について引き続き検討していく。

総
括

(

第
４
四
半
期
含

)

①次年度に向けて、日光森林事務所等の関係機関と連携しながら、伐採木の薪材等としての配布を検討する。

第
２
四
半
期

①伐採木の薪材等としての再利用については、環境基本策定推進委員会の中でも提起されており、間伐材等利
活用の情報を収集し、公募型樹木伐採等を検討していく。

③担当課による点検・検証および
次期四半期（第4四半期は次年度）以降の改善点等

第
１
四
半
期

①伐採木の薪材等としての再利用については、環境基本策定推進委員会の中でも提起されており、間伐材等利
活用の情報を収集し、検討していく。

p43 農政課



シート3【　外部検証委員会・議会からの意見・提言シート　】

総
括

継続性について
A：このまま継続　○
B：改善・見直し
C：廃止・終了

意見・提言
検討の継続を希望する。

①森林経営計画による間伐によって、伐採木の発生が
見込まれるため、その伐採木を公共施設の部材として
活用できないか、関係機関との検討を行う。

④外部検証委員会の意見・提言
⑤外部検証委員会・議会の意見・提言を受けての

次年度以降への方針・改善点

p43 農政課



第３期ましこ未来計画推進シート

シート1【　計画・実施状況シート　】

　　―

ヶ所
対前年
同期比

+3

％
対前年
同期比

±0

対前年
同期比

4月

5月

6月

7月

8月

9月

10月

11月

12月

1月

2月

3月

主
な
取
組
内
容

①多面的機能支払交付金取組組織への指導助言、新
規地区の加入推進

②草刈り等環境保全活動の推進

①多面的機能支払交付金取組組織への指導助言、新
規地区の加入推進

②草刈り等環境保全活動の推進

①多面的機能支払交付金取組組織への指導助言、新
規地区の加入推進

②草刈り等環境保全活動の推進

①12/11　長寿命化工事入札

①長寿命化工事書類等の指導助言
②長寿命化工事の中間確認

①長寿命化工事書類等の指導助言
②長寿命化工事契約関係事務

①長寿命化工事書類等の指導助言
②長寿命化工事の完了確認
①3/10　多面的機能支払交付金事業表彰式及び研修
会
   3/19　県との確認検査（交付金本体、推進交付金）

①各保全会の活動サポート

①8/21　多面的機能支払交付金座談会（水土里ネット）

①9/14　水土里ネット生き物調査

①10/1～16　中間確認検査（25組織）
①10/30　広域協定運営委員会

①11/23　目地詰め研修会
①11/27　長寿命化工事入札

①年間計画（スケジュール・工程） ②実施内容・実績・成果

①4/2～12　確認検査（25組織）
①R5事業実施状況報告

①5/9　　広域組織・協議会監査
①5/21　広域組織・協議会総会
①5/21　交付申請

①各保全会の活動サポート
①6/19　市町担当者会議

①多面的機能支払交付金取組組織への指導助言、新
規地区の加入推進

②草刈り等環境保全活動の推進

KPI 本年度目標値 現状値

44

KPI 環境保全実施面積（農地） 本年度目標値 80.0 現状値 81.0

KPI 里山整備実施箇所数（累計） 本年度目標値 41 現状値

施策 農山村の景観維持と整備の充実 進捗状況 100%

関連する
優先目標

関連する
SDGs

R6（2024）

課局名 農政課

基礎目標 １ 幸せを感じる暮らしをつくる 政策 美しい里山・きれいなまちの推進

p44 農政課



シート2【　四半期検証シート　】

第
３
四
半
期

①各地区環境保全会の状況報告、今後の活動に関しての報告を審査した。また、令和6年度の各地区環境保全
会の長寿命化工事計画を確認し、配分金の参考とした。

総
括

(

第
４
四
半
期
含

)

①②年度末に向けて、今年度分長寿命化工事の現地確認及び完了検査を実施した。また提出書類についても
各地区保全会や施工業者に指導助言を行った。
①3/10の表彰式及び研修会では写真コンテスト「わが郷を美しくの部」でうつくしい北益子を創る会が最優秀賞を
受賞し、他6団体も入賞、表彰された。その後、各地区保全会の参加者とともに研修会を受講した。
①3/19の県との確認検査では交付金本体、推進交付金ともに指摘事項は無かった。

次年度は未加入地区の加入推進(既存組織への編入)を推進し、各組織間の調整を進めていく。

第
２
四
半
期

①座談会を行うことにより、地域の課題（人員不足、非農家の巻き込み等）を再認識できた。町としては多面的機
能支払交付金事業のPRを行い、町内の参加人材を発掘することが必要と思われる。

③担当課による点検・検証および
次期四半期（第4四半期は次年度）以降の改善点等

第
１
四
半
期

①令和5年度各地区環境保全会の実績報告、決算等を審査した。また、令和6年度各地区環境保全会の事業計
画、予算等を確認し、国、県補助金の要望を行った。
②各地区環境保全会の効果的な活動実施のためにサポートしていく。

p44 農政課



シート3【　外部検証委員会・議会からの意見・提言シート　】

総
括

継続性について
A：このまま継続　○
B：改善・見直し
C：廃止・終了

意見・提言
益子町の魅力の一つでもある景観維持に向けて、この
まま継続を希望する。

②草刈り等環境保全活動の推進を継続し景観維持に
努める。

④外部検証委員会の意見・提言
⑤外部検証委員会・議会の意見・提言を受けての

次年度以降への方針・改善点

p44 農政課



第３期ましこ未来計画推進シート

シート1【　計画・実施状況シート　】

　　―

ヶ所
対前年
同期比

+3 ヶ所

％
対前年
同期比

±0 ％

対前年
同期比

4月

5月

6月

7月

8月

9月

10月

11月

12月

1月

2月

3月

主
な
取
組
内
容

⑤花のまちづくり事業
　インスタグラムフォトコンテスト結果発表
　ビオラ配布
　ひまわりサミット担当者会議 11/29
　ひまわり祭り打合せ 12/23

⑤花のまちづくり事業
　花のまちづくり担当者会議　2/3
　菜の花・桜まつり　4/5～4/13

⑤花のまちづくり事業
　野木町ひまわりフェスティバル　7/20
　ひまわり祭りの開催(8/10～8/15)
　来場者アンケートの実施
　かみのかわサンフラワー祭り　8/24

⑤花のまちづくり事業
　ひまわり祭り打合せ　12/23

⑤花のまちづくり事業
　菜の花・桜まつり打ち合わせ　1/15

⑤花のまちづくり事業
　花のまちづくり担当者会議　2/3

⑤花のまちづくり事業
　菜の花・桜まつり(小宅古墳群)　3/29～4/13予定

⑤花のまちづくり事業
　野木町ひまわりフェスティバル　7/20

⑤花のまちづくり事業
　ひまわり祭りの開催　8/10～8/15　来場者数27,000人
　かみのかわサンフラワー祭り　8/24

⑤花のまちづくり事業
　インスタグラムフォトコンテスト審査
　来場者アンケート集計

⑤花のまちづくり事業
　インスタグラムフォトコンテスト結果発表

⑤花のまちづくり事業
　ビオラ配布　11/26
　ひまわりサミット担当者会議　11/29

①年間計画（スケジュール・工程） ②実施内容・実績・成果

⑤花のまちづくり事業
　菜の花・桜まつり(小宅古墳群)　来場者約34,000名
　ひまわりサミット担当者会議　4/22

⑤花のまちづくり事業
　ひまわり農地転用許可申請
　花のまちづくり実行委員会　5/16

⑤花のまちづくり事業
　マリーゴールド苗配布　6/3
　ひまわり播種作業(約5ha)　6/8～
　ひまわり道路占用許可申請(真岡土木事務所)

⑤花のまちづくり事業
　小宅古墳群　菜の花・桜　4月
　ひまわり畑の準備　4月下旬～
　実行委員会の開催　5月
　ひまわり農地転用許可申請　5月
　第1回ひまわりサミット会議　5月
　マリーゴールド苗配布　6月
　ひまわり畑播種作業　6月
　ひまわり道路占用許可申請　6月(真岡土木事務所)

KPI 本年度目標値 現状値

44

KPI 環境保全実施面積（農地） 本年度目標値 80.0 現状値 81.0

KPI 里山整備実施箇所数（累計） 本年度目標値 41 現状値

施策 農山村の景観維持と整備の充実 進捗状況 100%

関連する
優先目標

関連する
SDGs

15陸の豊
かさ

R6（2024）

課局名 農政課

基礎目標 １ 幸せを感じる暮らしをつくる 政策 美しい里山・きれいなまちの推進

p44 観光商工課



シート2【　四半期検証シート　】

第
３
四
半
期

⑤大規模コスモス畑については担い手不足等により今年度より中止が決まったが、道の駅および生田目自治会
主催で小規模のコスモス畑の整備が始まり、一般公開にあたって実行委員会所有の備品を貸し出した。ひまわり
サミット担当者会議にて今年度の施策について振り返りを行った。各町とも記録的な猛暑の中で来客の安全確保
に苦慮していることが分かった。上山地区にて多面的事業の一環として約1.6haのレンゲ草の播種を行ったため
備品貸出等を想定するとともに、ひまわり祭りの暑さ対策として期間短縮を検討していくため来年のスケジュール
について話し合った。なせばなる秋まつりやMoToGPなど町外イベントにてノベルティ（うちわ）を配布し、PR活動
を行った。

総
括

(

第
４
四
半
期
含

)

⑤担当者会議にて令和7年度の事業計画について話し合った。ひまわり祭りについては例年開催時期がお盆に
重なり地元の負担が大きかったため、来年度はお盆時期の地元負担をなるべく減らすような形を検討していく。
　菜の花・桜まつりについては出店関係の業務をすべて地元組織が担うこととなり、地元主体への運営意向が進
められている。地域が稼ぐことに関しては、来場者からの協力金の単価をあげること、また期間中の土日はすべて
の来場者から協力いただく形で地元組織と話しがまとまり、次年度以降の活動資金確保に向けた１歩となった。町
と包括連携協定を結んでいる日体大荏原高等学校との連携により、フォトコンテストやドッグランの設置を実施す
る。

第
２
四
半
期

⑤ひまわり祭りについては台風7号接近のため当初予定の8/19より前倒しで終了となったが、来場者数は27,000
人と1日あたりの人数では昨年並みであった。また、来場者を対象にアンケートを取り、年齢構成やイベント来場後
の行動などの把握に努めた。ひまわり祭りのみに来場したお客様が多く見られたため、町内への回遊をどのように
誘導していくかがこれからの課題である。野木町・上三川町と合同でのフォトコンテストや宝探しイベントについて
は、各町での広報をきっかけに別の町に訪れるお客様が多く見られ、一定の効果があったと考えられる。

③担当課による点検・検証および
次期四半期（第4四半期は次年度）以降の改善点等

第
１
四
半
期

⑤4月下旬に生田目コスモス祭り実行委員会より連絡があり、地元集落営農組合の解散により今年からコスモス畑
が実施できなくなったとの話があった。小宅古墳群の「菜の花・桜まつり」については、天候不良により開催期間が
例年より1週間延びたが、来場者34,000名と昨年より微増となった。野木町・上三川町との連携事業である「ひまわ
りサミット」については、例年行っているインスタグラムフォトコンテストの他、子供向け企画として宝探しイベント（3
町で絵柄の揃う缶バッチを配布）を行うこととした。

p44 観光商工課



シート3【　外部検証委員会・議会からの意見・提言シート　】

総
括

継続性について
A：このまま継続　○
B：改善・見直し
C：廃止・終了

意見・提言
地域の方の負担軽減等検討しながら継続し、町全体が
盛り上がることを期待する。

花のまちづくりに向けて地域団体との連係を密にし、魅
力あるイベントの開催に努める。

④外部検証委員会の意見・提言
⑤外部検証委員会・議会の意見・提言を受けての

次年度以降への方針・改善点

p44 観光商工課



第３期ましこ未来計画推進シート

シート1【　計画・実施状況シート　】

　　―

ｇ
対前年
同期比

+6 ｇ

％
対前年
同期比

△2.4 ％

対前年
同期比

4月

5月

6月

7月

8月

9月

10月

11月

12月

1月

2月

3月

主
な
取
組
内
容

①資源物回収団体への奨励金交付、及び資源物ス
テーション設置補助金の交付。

①生ごみ処理事業、及び使用済小型家電、食用廃油
回収等を実施しリサイクルの促進を図る。

②地域の環境美化運動の支援、及び不法投棄防止へ
の取組み。

③フードバンクを活用した食品ロス削減に向けての検
討。

①資源物回収団体への奨励金交付、及び資源物ス
テーション設置補助金の交付。

①生ごみ処理事業、及び使用済小型家電、食用廃油
回収等を実施しリサイクルの促進を図る。

②地域の環境美化運動の支援、及び不法投棄防止へ
の取組み。

①資源物回収団体への奨励金交付、及び資源物ス
テーション設置補助金の交付。

①生ごみ処理事業、及び使用済小型家電、食用廃油
回収等を実施しリサイクルの促進を図る。

②地域の環境美化運動の支援、及び不法投棄防止へ
の取組み。

③フードバンクを活用した食品ロス削減に向けての検
討。

①生ごみ処理事業回収量：家庭系、15ｔ（全25ｔ）、小型家
電回収量：2.3ｔ、廃油回収量：0.2ｔエコ土曜日（資源物回
収）:4.5ｔ、製品プラスチック回収量：1.0　t
③社会福祉協議会とフードバンクの実施。（12/21）

①生ごみ処理事業回収量：家庭系、14ｔ（全24ｔ）、廃油回
収量：0.1ｔ、食器類のリユース回収量0.6t

①生ごみ処理事業回収量：家庭系、12ｔ（全20ｔ）、小型家
電回収量：1.6ｔ、廃油回収量：0.2ｔエコ土曜日（資源物回
収）3.7ｔ、製品プラスチック回収量：0.9t

①生ごみ処理事業回収量：家庭系、12ｔ（全22ｔ）、廃油回
収量：0.2ｔ
①資源物ステーション設置補助金交付：塙下2

①第1四半期資源物回収奨励金の交付　回収量：178ｔ、
交付件数：64件、交付金額：941,470円
①生ごみ処理事業回収量：家庭系、18ｔ（全30ｔ）、廃油回
収量：0.4ｔ

①生ごみ処理事業回収量：家庭系、18ｔ（全29ｔ）、小型家
電回収量：1.7ｔ、廃油回収量：0.2ｔエコ土曜日（資源物回
収）:2.7ｔ、製品プラスチック回収量：1.1t

①生ごみ処理事業回収量：家庭系、17ｔ（全28ｔ）、廃油回
収量：0.2ｔ、食器類のリユース回収量0.4t
③フードバンクの打ち合わせ

①生ごみ処理事業回収量：家庭系、17ｔ（全27ｔ）、小型家
電回収量：1.9ｔ、廃油回収量：0.2ｔエコ土曜日（資源物回
収）3.8ｔ、製品プラスチック回収量：1.9t

①生ごみ処理事業回収量：家庭系、15ｔ（全25ｔ）、廃油回
収量：0.2ｔ、食器類のリユース回収量0.6t
①町民まつりでの生ごみ堆肥のPR（11/16）
②環境美化運動実施　51自治会（11/24）
③フードバンクの打ち合わせ

①年間計画（スケジュール・工程） ②実施内容・実績・成果

①前年度第4四半期資源物回収奨励金の交付　回収量：
162ｔ、交付件数：64件、交付金額：1,189,910円
①生ごみ処理事業回収量：家庭系、15ｔ（全27ｔ）、小型家
電回収量：1.5ｔ、廃油回収量：0.1ｔ、エコ土曜日（資源物
回収）：4.4ｔ、硬質プラスチック回収：1.0ｔ
②環境美化運動の実施：2自治会

①生ごみ処理事業回収量：家庭系、14ｔ（全26ｔ）、廃油回
収量：0.2ｔ
②環境美化運動の実施：49自治会
②益子環境Weeksの実施（5/12、17、19、26）

①生ごみ処理事業回収量：家庭系、13ｔ（全24ｔ）、廃油回
収量：0.2ｔ、エコ土曜日（資源物回収）：　4.0ｔ
①資源物ステーション設置補助金交付：塙下2
②益子環境Weeksの実施（6/2、9、15、16、21、23）

①資源物回収団体への奨励金交付、及び資源物ス
テーション設置補助金の交付。

①生ごみ処理事業、及び使用済小型家電、食用廃油
回収等を実施しリサイクルの促進を図る。

②地域の環境美化運動の支援、及び不法投棄防止へ
の取組み。

③フードバンクを活用した食品ロス削減に向けての検
討。

KPI 本年度目標値 現状値

440

KPI リサイクル率 本年度目標値 33.0 現状値 25.0

KPI １人１日当たりの家庭系ごみの排出量 本年度目標値 360 現状値

施策 ごみの資源化・減量化の推進 進捗状況 100%

関連する
優先目標

関連する
SDGs

12つくる・つ
かう責任

R6（2024）

課局名 町民くらし課

基礎目標 １ 幸せを感じる暮らしをつくる 政策 美しい里山・きれいなまちの推進

p45 町民くらし課



シート2【　四半期検証シート　】

第
３
四
半
期

①生ごみ処理事業で事業者からの搬入が2件増加した。家庭での生ごみ堆肥事業のPRをするとともに事業への
働き掛けも積極的に行っていく。

②環境美化運動を実施した。51自治会が参加してくれた。コロナ後減少傾向であったが、参加数も戻ってきてお
り今後も参加協力を促していく。

③社会福祉協議会とフードバンクを行った。フードバンクの寄付受付を行ったが今回は寄付の数が少なかったた
め、事業のPR及び募集を広く広報していく。

総
括

(

第
４
四
半
期
含

)

①生ごみ処理事業の処理量が減少してきている。減少の原因を調査するとともに、一般家庭向けに、PRやイベン
ト等での広報を行っていく。

第
２
四
半
期

①継続して試験的に草葉を回収し、生ごみに混ぜて堆肥化を行う。（R5.9～R7.3まで試験的に実施。）

②１１月に実施予定の環境美化運動の実施方法について検討する（実施に協力してくれる自治会にお願いする
形。）

③社会福祉協議会とフードバンクについての予定等を打ち合わせを行った。

③担当課による点検・検証および
次期四半期（第4四半期は次年度）以降の改善点等

第
１
四
半
期

①資源物回収については、令和5年度は前年度より回収量は減少してしまった。引き続き自治会や育成会に回収
品目の追加を依頼し、資源物回収の利点についてもPRし、継続的に実施していただけるように努めていく。

①一昨年6月のエコ土曜日から製品プラスチック回収を始めたが、、合計で15.3tのプラスチックを回収することが
できた。回収リサイクル率の向上につながるよう広報等で周知を図っていきたい。

②環境美化運動はコロナ禍の影響が軽減され、昨年度より多くの自治会等の協力で実施することができた。今後
は個別で実施してくれるところもあるため引き続き袋等の支援をしていく。

②環境WeeksについてはHP等で引き続きボランティア活動のPRを図り、新規のボランティアと団体との橋渡し的な
役割を担っていきたい。

③社会福祉協議会と今年度も実施する方向で打合せを早急に行いたい。詳細については、打合せを重ねながら
検討していきたい。

p45 町民くらし課



シート3【　外部検証委員会・議会からの意見・提言シート　】

総
括

継続性について
A：このまま継続　○
B：改善・見直し
C：廃止・終了

意見・提言
町民への働きかけが大切な部分もあるので、継続して
いってほしい。

生ごみたい肥化については、減少傾向にあるので、広
報。啓発等の活動を推進していく。各事業でのPRや小
中学生への環境学習等でも子供たちから家庭に結び付
けていけるように考えていきたい。

④外部検証委員会の意見・提言
⑤外部検証委員会・議会の意見・提言を受けての

次年度以降への方針・改善点

p45 町民くらし課



第３期ましこ未来計画推進シート

シート1【　計画・実施状況シート　】

　　―

自治会
対前年
同期比

±0 自治会

対前年
同期比
対前年
同期比

4月

5月

6月

7月

8月

9月

10月

11月

12月

1月

2月

3月

主
な
取
組
内
容

①地区防災計画策定支援

①地区防災計画策定支援

①地区防災計画策定支援

新規策定自治会の支援について検討を行っている。

新規策定自治会の支援について検討を行っている。

新規策定自治会の支援について検討を行っている。

新規策定自治会の支援について検討を行っている。

新規策定自治会の支援について検討を行っている。

自治会長あて資料配布を行った。

新規策定自治会の支援について検討を行っている。

新規策定自治会の支援について検討を行っている。

新規策定自治会の支援について検討を行っている。

①年間計画（スケジュール・工程） ②実施内容・実績・成果

新規策定自治会の支援について検討を行っている。

新規策定自治会の支援について検討を行っている。

新規策定自治会の支援について検討を行っている。

①地区防災計画策定支援

KPI 本年度目標値 現状値

3

KPI 本年度目標値 現状値

KPI 風水害で避難が必要となる自治会(地区)の防災計画策定 本年度目標値 3 現状値

施策 日常を守る災害対策の推進 進捗状況 100%

関連する
優先目標

関連する
SDGs

　　―

R6（2024）

課局名 総務課

基礎目標 １ 幸せを感じる暮らしをつくる 政策 安心して暮らせる地域づくりの推進

p46 総務課



シート2【　四半期検証シート　】

第
３
四
半
期

今年度目標値は達成している。
新たな自治会を増やせるよう支援を実施していきたい。

総
括

(

第
４
四
半
期
含

)

今年度目標値は達成している。
新たな自治会を増やせるよう支援を実施していきたい。

第
２
四
半
期

今年度目標値は達成している。
新たな自治会を増やせるよう支援を実施していきたい。

③担当課による点検・検証および
次期四半期（第4四半期は次年度）以降の改善点等

第
１
四
半
期

今年度目標値は達成している。
新たな自治会を増やせるよう支援を実施していきたい。

p46 総務課



シート3【　外部検証委員会・議会からの意見・提言シート　】

総
括

継続性について
A：このまま継続　○
B：改善・見直し
C：廃止・終了

意見・提言
今後いつ起こるかわからない災害に備え、引き続き自治
会への働きかけをお願いしたい。

地域住民の方の防災意識の向上を図るために、計画的
な地区防災計画策定支援に努め、いつ起こるかわから
ない災害に備えていく。

④外部検証委員会の意見・提言
⑤外部検証委員会・議会の意見・提言を受けての

次年度以降への方針・改善点

p46 総務課



第３期ましこ未来計画推進シート

シート1【　計画・実施状況シート　】

　　―

件
対前年
同期比

△56 件

件
対前年
同期比

△3 件

件
対前年
同期比

±0 件

4月

5月

6月

7月

8月

9月

10月

11月

12月

1月

2月

3月

主
な
取
組
内
容

①交通安全教室の実施
②防犯灯設置
　青色防犯パトロールの実施
　特殊詐欺等注意喚起
　特殊詐欺対策電話機購入補助
③免許返納事業の実施

①交通安全教室の実施
②防犯灯設置
　青色防犯パトロールの実施
　特殊詐欺等注意喚起
　特殊詐欺対策電話機購入補助
③免許返納事業の実施

①交通安全教室の実施
②青色防犯パトロールの実施
　特殊詐欺等注意喚起
　特殊詐欺対策電話機購入補助
③免許返納事業の実施

①交通安全教室　園児　4回160人、その他　2回230人
②防犯灯設置　13基（水銀灯→LED：1、LED→LED：4、
蛍光灯→LED：6、新規2）
　青色防犯パトロール実施
　特殊詐欺対策電話機購入補助　3件
③免許返納　3人

①交通安全教室　小学生　1回25人、園児　5回200人、
　その他　5回650人
②青色防犯パトロール実施
　特殊詐欺対策電話機購入補助　2件
③免許返納　2人

①交通安全教室　小学生　1回251人、園児　4回82人、
　その他　5回353人
②防犯灯設置　14基（水銀灯→LED：1、LED→LED：4、
蛍光灯→LED：5、新規4）
　青色防犯パトロール実施
③免許返納　2人

①交通安全教室　小学生　1回15人、園児　6回215人、
　その他　1回120人
②防犯灯設置　1基（新規1）
　青色防犯パトロール実施
　特殊詐欺対策電話機購入補助　5件
③免許返納　5人

①交通安全教室　小学生　1回34人、園児　5回182人、
　その他 　2回26人
②青色防犯パトロール実施
　特殊詐欺対策電話機購入補助　2件
③免許返納　2人

①交通安全教室　園児　3回110人、その他 　1回15人
②青色防犯パトロール実施
　特殊詐欺対策電話機購入補助　7件
③免許返納　2人

①交通安全教室　高齢者　4回110人、園児　4回160人
②青色防犯パトロール実施
　特殊詐欺対策電話機購入補助　3件
③免許返納　2人

①交通安全教室　高齢者　1回30人、小学生　1回82人、
　園児　6回180人
②青色防犯パトロール実施
　特殊詐欺対策電話機購入補助　4件
③免許返納　4人

①交通安全教室　高齢者　1回20人、園児　6回711人、
　その他 　1回126人
②青色防犯パトロール実施
　特殊詐欺対策電話機購入補助　6件
③免許返納　4人

①年間計画（スケジュール・工程） ②実施内容・実績・成果

①交通安全教室　小学生　4回989人、中学生　3回366
人、園児　3回121人
②防犯灯設置　3基（蛍光灯→LED：3）
　青色防犯パトロール実施
　特殊詐欺対策電話機購入補助　8件
③免許返納　3人

①交通安全教室　小学生　1回30人、園児　5回220人
②青色防犯パトロール実施
　特殊詐欺対策電話機購入補助　3件
③免許返納　5人

①交通安全教室　小学生　5回541人、園児　6回243人、
　その他 　3回18人
②青色防犯パトロール実施
③免許返納　3人

①交通安全教室の実施
②防犯灯設置
　青色防犯パトロールの実施
　特殊詐欺等注意喚起
　特殊詐欺対策電話機購入補助
③免許返納事業の実施

KPI 特殊詐欺発生件数 本年度目標値 0 現状値 1

89

KPI 交通事故発生件数（人身） 本年度目標値 17 現状値 23

KPI 刑法犯発生件数 本年度目標値 53 現状値

施策 防犯・交通安全の意識の高揚 進捗状況 100%

関連する
優先目標

関連する
SDGs

3健康・福
祉

R6（2024）

課局名 総務課

基礎目標 １ 幸せを感じる暮らしをつくる 政策 安心して暮らせる地域づくりの推進

p47 総務課



シート2【　四半期検証シート　】

第
３
四
半
期

①交通安全教室等については、継続して行うことで交通事故防止へつながると考える。
　 交通事故発生件数は、22件（11月末）対前年比　減3件となっている。
②防犯灯の設置や青色防犯パトロールを継続して行うことで、犯罪抑制に効果があると考える。
　刑法犯の発生件数は80件（11月末）対前年比　減59件となっている。

総
括

(

第
４
四
半
期
含

)

①交通安全教室等については、継続して行うことで交通事故防止へつながると考える。
　 交通事故発生件数は、23件（12月末）対前年比　減3件となっている。
②防犯灯の設置や青色防犯パトロールを継続して行うことで、犯罪抑制に効果があると考える。
　刑法犯の発生件数は89件（12月末）対前年比　減56件となっている。

第
２
四
半
期

①交通安全教室等については、継続して行うことで交通事故防止へつながると考える。
　 交通事故発生件数は、14件（8月末）対前年比　減2件となっている。
②防犯灯の設置や青色防犯パトロールを継続して行うことで、犯罪抑制に効果があると考える。
　刑法犯の発生件数は55件（8月末）対前年比　減41件となっている。

③担当課による点検・検証および
次期四半期（第4四半期は次年度）以降の改善点等

第
１
四
半
期

①交通安全教室等については、継続して行うことで交通事故防止へつながると考える。
　 交通事故発生件数は、10件（5月末）対前年比　減1件となっている。
②防犯灯の設置や青色防犯パトロールを継続して行うことで、犯罪抑制に効果があると考える。
　刑法犯の発生件数は31件（5月末）対前年比　減34件となっている。
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シート3【　外部検証委員会・議会からの意見・提言シート　】

総
括

継続性について
A：このまま継続　○
B：改善・見直し
C：廃止・終了

意見・提言
より一層、各種の防犯対策の継続を図り、犯罪に巻き込
まれる町民が減少していくとよい。

交通安全教室、青色防犯パトロールにより、関係機関と
連携を取りながら、高齢者及び子供たちに啓発を継続
していく。
また交通事故防止、防犯に努めていく。

④外部検証委員会の意見・提言
⑤外部検証委員会・議会の意見・提言を受けての

次年度以降への方針・改善点

p47 総務課



第３期ましこ未来計画推進シート

シート1【　計画・実施状況シート　】

　　―

件
対前年
同期比

△56 件

件
対前年
同期比

△3 件

件
対前年
同期比

±0 件

4月

5月

6月

7月

8月

9月

10月

11月

12月

1月

2月

3月

主
な
取
組
内
容 ①毎月、ｽｸｰﾙｶﾞｰﾄﾞ･ﾘｰﾀﾞｰより活動報告書の提出･確

認
①益子町通学路安全対策推進協議会開催予定
　各小･中学校、ｽｸｰﾙｶﾞｰﾄﾞﾘｰﾀﾞｰ、真岡土木事務所、
真岡警察と共に通学路の危険箇所の合同点検実施。
また前年度の対策実施後の効果把握。
対策一覧表･対策箇所図を作成･公表､関係機関で認識
共有。

①毎月、ｽｸｰﾙｶﾞｰﾄﾞ･ﾘｰﾀﾞｰより活動報告書の提出･確
認
①ｽｸｰﾙｶﾞｰﾄﾞ装備品(信号灯等)不足分購入･配布
①新小学１年生へ防犯ブザー購入、１日入学時に配布
①小学校１日入学時、保護者へｽｸｰﾙｶﾞｰﾄﾞ募集案内通
知配布
①｢広報ましこ(おしらせ版)｣にて、ｽｸｰﾙｶﾞｰﾄﾞ募集案内
周知
①ｽｸｰﾙｶﾞｰﾄﾞ･ﾘｰﾀﾞｰへ謝金の支払い処理
①次年度のｽｸｰﾙｶﾞｰﾄﾞ･ﾘｰﾀﾞｰ継続確認
①令和6年度地域ぐるみの学校安全体制整備推進事業
費補助金実績報告提出

①毎月、ｽｸｰﾙｶﾞｰﾄﾞ･ﾘｰﾀﾞｰより活動報告書の提出･確
認
①次年度の地域ぐるみの学校安全体制整備推進事業
実施調査
①益子町通学路安全対策推進協議会開催にあたり、各
小中学校、ｽｸｰﾙｶﾞｰﾄﾞ･ＰＴＡ等に通学路の点検を行っ
てもらい、新たな危険箇所の申請依頼

①11月分ｽｸｰﾙｶﾞｰﾄﾞ･ﾘｰﾀﾞｰ活動報告書受理(12/23)

①12月分ｽｸｰﾙｶﾞｰﾄﾞ･ﾘｰﾀﾞｰ活動報告書受理(1/6)

①1月分ｽｸｰﾙｶﾞｰﾄﾞ･ﾘｰﾀﾞｰ活動報告書受理(2/3)
①小学校１日入学時、保護者へｽｸｰﾙｶﾞｰﾄﾞ募集案内通
知配布
①広報ましこお知らせにスクールガード募集案内掲載
（2/23）

①2月分ｽｸｰﾙｶﾞｰﾄﾞ･ﾘｰﾀﾞｰ活動報告書受理(3/5)
①ｽｸｰﾙガード装備品（信号灯・横断旗）購入
①ｽｸｰﾙｶﾞｰﾄﾞ･ﾘｰﾀﾞｰ謝金の支払い処理・次年度継続確
認（3/10）
①広報配布時自治会回覧にてスクールガード募集案内
チラシ配布（3/31）
①令和6年度地域ぐるみの学校安全体制整備推進事業
費補助金実績報告提出（3/3）

①6月分ｽｸｰﾙｶﾞｰﾄﾞ・ﾘｰﾀﾞｰ活動報告書受理（7/11）

①7月分ｽｸｰﾙｶﾞｰﾄﾞ・ﾘｰﾀﾞｰ活動報告書受理（8/13）

①8月分ｽｸｰﾙｶﾞｰﾄﾞ・ﾘｰﾀﾞｰ活動報告書受理（9/9）
①益子町通学路安全対策推進協議会日程調整通知送
付（9/3）
①令和6年度地域ぐるみの学校安全体制整備推進事業
実施予定報告（9/11）

①9月分ｽｸｰﾙｶﾞｰﾄﾞ･ﾘｰﾀﾞｰ活動報告書受理(10/21)

①10月分ｽｸｰﾙｶﾞｰﾄﾞ･ﾘｰﾀﾞｰ活動報告書受理(11/14)
①益子町通学路安全対策推進協議会開催（11/11）

①年間計画（スケジュール・工程） ②実施内容・実績・成果

①ｽｸｰﾙｶﾞｰﾄﾞ・ﾘｰﾀﾞｰ委嘱状交付、ｽｸｰﾙｶﾞｰﾄﾞ報告依頼
（4/1）

①4月分ｽｸｰﾙｶﾞｰﾄﾞ・ﾘｰﾀﾞｰ活動ﾞ報告書受理（5/8）
①ｽｸｰﾙｶﾞｰﾄﾞの活動保険加入処理（5/24）
①地域ぐるみ学校安全体制整備推進事業費補助金交付
申請（5/30）

①5月分ｽｸｰﾙｶﾞｰﾄﾞ・ﾘｰﾀﾞｰ活動報告書受理（6/10）

①ｽｸｰﾙｶﾞｰﾄﾞ･ﾘｰﾀﾞｰ委嘱状交付
①毎月、ｽｸｰﾙｶﾞｰﾄﾞ･ﾘｰﾀﾞｰより活動報告書の提出･確
認
①各小中学校へｽｸｰﾙｶﾞｰﾄﾞ名簿提出依頼、ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ保
険加入処理
①ｽｸｰﾙｶﾞｰﾄﾞ･ﾘｰﾀﾞｰ連絡協議会･育成講習会の出席者
確認報告
　後日資料をｽｸｰﾙｶﾞｰﾄﾞへ情報提供配布。
①令和6年度地域ぐるみの学校安全体制整備推進事業
費
　補助金交付申請

KPI 特殊詐欺発生件数 本年度目標値 0 現状値 1

89

KPI 交通事故発生件数（人身） 本年度目標値 17 現状値 23

KPI 刑法犯発生件数 本年度目標値 53 現状値

施策 防犯・交通安全の意識の高揚 進捗状況 100%

関連する
優先目標

関連する
SDGs

3健康・福
祉

R6（2024）

課局名 学校教育課

基礎目標 １ 幸せを感じる暮らしをつくる 政策 安心して暮らせる地域づくりの推進

p47 学校教育課



シート2【　四半期検証シート　】

第
３
四
半
期

①11月11日、令和6年度益子町通学路安全対策推進協議会を開催。
今年度新たに申請のあった6箇所の現場検証を実施。その後、事業主体を中心に対策内容を協議した。
また、昨年度までに視察・対策検討済みの70箇所について、事業主体ごとに現時点での対策進捗状況報告を行
い情報共有ができた。
様々な立場の方々による意見交換は大変役に立ち、通学時の現状詳細を充分に把握することができた。

総
括

(

第
４
四
半
期
含

)

➀２月中旬の各小学校入学説明会時に、新規スクールガードの勧誘チラシ配布を実施。また２月末の町広報お
知らせ版、３月末の各自治会回覧にて勧誘チラシを配布し周知活動に努めた。
新規加入者を確保するため、今後も周知活動を行っていく。

➀益子町通学路安全対策推進協議会　対策一覧表･対策箇所図について、2月４日に公表。

第
２
四
半
期

①益子町通学路安全対策推進協議会を次期四半期に開催予定。各校に危険箇所についての提出を依頼して
いる。
　 協議会では、様々な立場の方に意見を聞き、通学路の現状把握に努めたい。

③担当課による点検・検証および
次期四半期（第4四半期は次年度）以降の改善点等

第
１
四
半
期

①令和6年度のｽｸｰﾙｶﾞｰﾄﾞ数は56名、平均年齢は64歳である。
　子や孫が新１年生でスクールガードに加入する方が多い。引き続き新規登録者確保に取り組んでいく。
　益子町内４小学校１日入学時に、全保護者宛に新規募集案内通知を配布予定。

p47 学校教育課



シート3【　外部検証委員会・議会からの意見・提言シート　】

総
括

継続性について
A：このまま継続　○
B：改善・見直し
C：廃止・終了

意見・提言
地域全体で子どもを守る仕組みであるので、いろんな方
に関わってもらえるとよい。

防犯・交通安全の意識の高揚について､スクールガード
の方々の貢献度はとても高いと思う。児童生徒への対応
はもちろん、通学路の状況を常日頃から実際に歩いて
確認しているので、安全に関しての意見や要望があっ
たら、是非考慮していただきたい。

引き続き、スクールガードリーダーと連携し、情報共有を
行いながら、児童生徒の安全確保に努めたい。
スクールガードの新規登録者を増やすことは、地域の安
全を守る取り組みにつながるため、スクールガードの周
知活動に努めたい。

④外部検証委員会の意見・提言
⑤外部検証委員会・議会の意見・提言を受けての

次年度以降への方針・改善点

p47 学校教育課


